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プロローグ　夏の日の記き憶おく







　燦さん然ぜんとした真夏の日差しが、アスファルトに照り付けて辺りに陽炎かげろうを作っている。

　どろりとした湿しつ気けを含ふくんだ空気が揺ゆらめいて見えた。

　それは今から約十年前――。

　空そら太たたちが暮らす孤こ児じ院いんの近くの、小さな神社が主しゆ催さいする夏祭りの日の出来事であった。




　天あま宮みや冬ふゆ華かは一人ぼっちであった。




　神社の石段に腰こしを下ろした冬華は、屋台の間を行き交う人々を眺ながめている。

　冬華は祭事が好きだった。

　何な故ぜならば、そこは自分にはないもの――。

　手を伸のばしても届かないキラキラとしたもので満たされているからである。

　この場所にいる人々は冬華が憧あこがれる沢たく山さんのものを持ち歩いていた。

　例えばそれは――些さ細さいな日常の会話で盛り上がれる友人であったり。

　例えばそれは――生しよう涯がいをかけて苦楽を分かち合える家族であったり。

　例えばそれは――一いつ緒しよにいるだけで幸せな気分になれる恋こい人びとであったり。

　冬華はガラスケースの中に入った玩具おもちやを欲ほしがる子供のような眼まな差ざしで、遠巻きにそれらを見つめていた。

「冬華。お前……一人なのか？」

　声のした方に視線を向ける。

　そこにいたのは半年ほど前に知り合った――一いち之の瀬せ空太という少年であった。




「俺おれと一緒に来いよ！　お前の知らない世界ものを見せてやるからさ！」




　そう言って空太は冬華の方に手を伸ばす。

　冬華はコクリと頷うなずくと目の前の少年の手を握にぎる。

　ずっと手を伸ばしても届かないと思っていた世界ものは気が付くと彼かれが与あたえてくれた。

　だから冬華は、空太の手を握る度たびに背中に羽が生えたような――言葉では表現できないような晴れやかな気持ちになるのであった。

　今日はどんな世界を見せてくれるのだろうか？

　空太の後ろを付いて歩く冬華は、期待で小さな胸を膨ふくらませていた。




　　　　　×　×　×




　毎朝五時五十分。

　天宮冬華――改め、雪ゆき城しろ冬華は時計の電子アラームの音で目を覚ます。

　冬華は寝ね起おきが良い方だった。

　一度目が覚めれば二に度ど寝ねするようなことはまずないし、頭がクラクラするようなこともない。

　冬華が朝一番にすることは、アクセサリーケースの中に保管してある六花の形をした水すい晶しようのイヤリングを身に着けることである。

　それは十年前の夏祭りの日から、今日こんにちまで続く彼かの女じよの習慣であった。




（なんだか……随ずい分ぶんと懐なつかしい夢を見ていた気がするわ）




　鏡台の前に腰こし掛かけながらも冬華はそんなことを考える。

　どうして今いま更さらあの日のことを夢に見たのだろうか？

　その答えは鏡台の下に置かれた一枚のチラシに書かれていた。




　六月五日　桜花祭　開かい催さい




　季節は夏の始まりを告げる梅つ雨ゆ入いり。

　天空都市オクタヴィアは、夏祭りのシーズン真っ盛りであった。







第一話　冬ふゆ華かコーチの誕生







　とある休日の朝。

　鳶とび色いろの髪かみを持つ少年――皐さつき羽ば空そら太たが目を開けると、大きく実った二つの果実とそれを包つつむ赤い布きれがあった。

　何やら布ふ団とんがいつもより暖かく感じるのは空太の思おもい違ちがいではないだろう。

　空太の隣となりで無防備にも下着を曝さらけ出して寝ね息いきを立てている少女の名は、フェリシア・フォン・フランベルク。

　数多あまたいる空装騎き士したちの頂点に立つ七星騎士の一人。

　炎ほのお領域ドメインの魔ま術じゆつを扱あつかえば世界最強の実力を誇ほこるとされる少女であった。

（ええと。どうしてこんなことになった……）

　寝起きの頭脳を最大限に回転させて空太はこの状じよう況きようを分ぶん析せきする。

　今現在。

　空太は訳あってフェリシアと同じ部屋で生活している身であった。

　元々、女子校としてその名を知られていた此こ処こ――演えん武ぶ学がく園えんには男だん子し寮りようなどというものはなく、空太はフェリシアの部屋を一時的に間借りさせてもらっている立場であった。

　部屋の中心は大きなカーテンが設置されており、互たがいの生活スペースは区切られているものの、トイレや浴室などは共用で使用している。




（……夜中にトイレに行った時とかに寝ねぼけて入るベッドを間ま違ちがえたのかな？）




　短い間ではあるが、フェリシアと共に生活してみて分かったことがある。

　この少女は、とてつもなく寝起きが悪いのだ。

　朝、フェリシアが寝ぼけ眼まなこのまま、歯を磨みがいている光景は空太にとって日常の一部であった。

「……さて。どうしたものかな」

　このまま放置しておくのは非常にまずい。

　フェリシアに対して色々な誤解を与える可能性がある。

　そして何より下着姿を同居人の男に見られたともあれば、彼女としてもショックは大きいだろう。
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　空太は決断する。

（……よし）

　ここは一つ、フェリシアを元のベッドに戻もどすのが最善だろう。

　上う手まく誤ご魔ま化かすことが出来れば、今回の一件に関して『なかったこと』にできるに違いない。

　空太は布団を引きはがしフェリシアの体を抱だきかかえようとする。

「…………」

　けれども、次の瞬しゆん間かん。

　空太はあまりにも色っぽいフェリシアの体に思わず見み惚とれてしまっていた。

　全体的に健康的でムチムチとした肉付き加減が妙みように色っぽい。

　中でも下着から零こぼれ落おちんばかりに豊満なバストは、思わず空太の視線を釘くぎ付づけにしてしまうものであった。

（……っと。いかんいかん。何を考えているんだ！　見惚れている場合じゃないぞ！）

　一いつ瞬しゆんとはいえ、ルームメイトを性的な目線で見てしまった罪悪感に苛さいなまれながらも、瞬しゆん時じに頭の中を切きり替かえる。

「よいっしょっ……と」

　お姫ひめ様さま抱だっこの要領でフェリシアの体を抱きかかえた空太は、緊きん張ちようした足取りで本来彼女がいるべきベッドに運ぶ。

　次が最後の仕上げ。

　ベッドの横に脱ぬぎ捨すてられたパジャマを発見した空太はそれを拾いあげる。

（まったく……無防備にも程ほどがあるだろ……）

　心の中で毒付きながらも、フェリシアの体にパジャマを着せていく。

　なるべく体を直視しないように気を遣つかいながら。

　可能な限り慎しん重ちように。出来るだけ早く。

　空太は着実に目の前の任務をこなして行く。

　後はパジャマのボタンを閉めれば、任務完かん了りようである。

「ふぅ……」

　作業がいち段落した所で、ホッと溜ため息いきを吐ついたそのときだった。




　コンコン、と。




　ノックの音が部屋の中に響ひびき渡わたる。

　次の瞬間。

　空太の視界に入った少女の名前は――雪ゆき城しろ冬華。

　数多いる空装騎士たちの頂点に立つ七星騎士の一人。

　空太の幼おさな馴な染じみにして水領域の魔術を扱えば、世界最強の実力を誇るとされる少女であった。

「…………」

「…………」

　全身から嫌いやな汗あせが止まらない。

　傍はたから見ると、この状況は寝込みのフェリシアを空太が襲おそっているようにしか見えないものであった。

　冬華が部屋に入ってきたその途と端たん。

　部屋の温度が急激に下がって行くのを感じた。

　その場の空気に居たたまれなくなった空太は、冬華に対して問いかける。

「お、おう。冬華。何か用か？」

　すると、冬華は車に轢ひかれたカエルの死体を見るような眼差しで。




「ええ。静しず流る先生より皐羽くんに伝言を送るよう任されていたの。『本日、朝九時より第六訓練室に来るように』だそうよ」




　極きわめて事務的な口調でそう述べた。

「そ、そうか。わざわざ伝えてくれてサンキューな」

「いいえ。ところで、皐羽くんはこんな朝早くから何をしているのかしら？」

「……お、俺か？」

　空太は思案する。

　ここは下手に言い訳したところで事態を余計にこじらせてしまうだけだろう。

　ならば正直に話した方が事態が丸く収まるのではないだろうか。

「いやー。朝起きたらフェリシアのやつが下着姿のまま俺のベッドに潜もぐり込んでいてさー。参っちゃうよなー。だからこうしてフェリシアのやつを元いたベッドに運んでやっているというわけなんだ。あはは……」

　真実を告げるも、冬華はジト目になる。

「空太。何を寝ぼけたことを言っているのかしら？　現実にそんな少年漫まん画が誌しに連れん載さいされているラブコメ漫まん画がのような展開がある訳ないでしょう。怒おこらないから正直に言ってみなさい」

「本当だって！　俺だって俄にわかには信じられないけど……一つ屋根の下で生活していたらそういう日もあったっておかしくないだろ！」

「ふーん。空太ってばそんなにコンクリート詰づめにされて大おお阪さか湾わんの地下に埋うめられたいのかしら？」

「大阪湾の地下に!?」

　ヤクザですら敬遠しそうな手間のかかる埋まい葬そう法ほうであった。

「まぁ、当然冗じよう談だんですけど。私としては空太とフェリシアさんが朝早くからチュンチュンするような事があっても全く気にならない訳だしね」

「…………」

（ぜ、絶対に嘘うそだ……）

　冬華の眼差しは『全く気にならない』という言葉とは裏腹に、殺気に満みち溢あふれたものであった。

「……それじゃあ。用は済んだし、私はこの辺りでお暇いとまさせて頂くわ」

「なあ。冬華。聞いてくれよ。俺は別に――」




「……それと皐羽くん。私は何も見ていませんから。どうぞ貴方あなたも……ゆっくりと御ご自じ分ぶんの用を済ませて下さいね」




　そう言って部屋を立ち去る冬華。

　彼女の双そう眸ぼうは北極のブリザードの如ごとき極ごつ寒かんの冷気を放っていた。

（な、なんだか非常にまずい誤解を与えてしまったような……）

　空太がそんな不安を抱いた直後。




　ベゴンッ！　と。




　壁かべに向かって拳こぶしを入れたような奇き妙みような音が鳴り響く。

　冬華との付き合いの長い空太は知っていた。

　普ふ段だんは大人しい冬華がモノに対して暴力を振ふるうということは、それ即すなわち――彼女の怒いかりがピークに達していることを示すサインであることを――。

　想定外ハプニングに直面し、血の気の引いて行く想おもいの空太であった。




　　　　　×　×　×




「だから。何度も言っているけどさっきのことは誤解だって！」

「空太。火のないところに煙けむりは立たない、という言葉を御ご存ぞん知じかしら？　そんなに疑われるのが嫌ならフェリシア火のないところで生活すれば良いいのに」

「……うっ。俺だって出来ることならそうしたいけどさ。色々と事情があってそれは出来ない状況なんだよ」

「私から言わせてもらえば若い男女が同じ部屋に寝泊まりしている時点で不健全。空太。何か間違いが起こってからでは遅おそいのよ？」




「あー。ゴホンッ。キミたち。痴ち話わ喧げん嘩かはその辺にしてそろそろ本題に入ってよいだろうか」




　収しゆう拾しゆうのつかない会話を繰くり広ひろげる二人の会話に静流は割って入る。

　朝の九時。

　第六訓練室には空太＆冬華の姿があった。

　二人に対して呆あきれた視線を送っているのは、空太たちクラスの担任である沖おき浦うら静流であった。




「私がキミたちを呼び出した理由。それは先日のユベル襲しゆう撃げき事件の一件に関してキミたちに伝えなければならないことがあるからだ」




　静流がそう切り出した途端、空太の表情に緊張が走る。

　ユベル。

　それは人類と敵対する巨きよ大だい生物――禍か鬼きを《神》として称たたえて、崇あがめ奉たてまつるカルト集団のことである。

　その人的規模は全世界で数十万人近くにも上るとされており、《反魔術》の思想を持つこの組織は、日本に存在する《魔術省》を始めとする世界各国の魔術機関と衝しよう突とつを続けている。

「端たん的てきに言おう。雪城やフランベルクには既すでに話してあるのだが、先日キミが見た事件に関する情報は今後一いつ切さいの口外を禁ずることにする」

「……!?」

　瞬間、空太の胸中に嫌けん悪お感かんが湧わき上あがる。

「……あまり気持ちの良い話ではありませんね。理由を聞かせてもらっても良いですか？」

　空太としては静流の提案は受け入れ難がたいものであった。




　人間の体内から禍鬼が出現する。




　あの日起こった事件は、これまでの常識では考えられない前ぜん代だい未み聞もんの出来事であった。

　本来であればマスコミを通じ、一刻も早く世界中で情報を共有すべきものだと空太は考えていたのである。

「……皐羽。お前の気持ちは分かる。私とて出来ることなら今回の事件に関することを多くの人々に知ってもらい、ユベルや禍鬼の脅きよう威いを伝えたいと思っている。けれども、『今はそのときではない』、というのが魔術省うえの出した結論だ。中ちゆう途と半はん端ぱな情報を国民に伝えても余計な混乱を招くだけだろう」

「…………」

「なに……心配するな。我々とて国民を裏切るような真ま似ねをするつもりはない。詳しよう細さいな情報が判明すればいずれは公おおやけのものにするつもりでいるさ」

「……分かりました。今はその言葉を信じることにします」

　静流の説得により空太は渋しぶ々しぶと返事をする。

『人間の体内から禍鬼が出現する』

　たしかに――。

　そんな情報が闇やみ雲くもに拡散されれば、パニックを引き起こし想定外の二次災害を起こす可能性を否定できない。

　真実を伝えることが、必ずしも人を幸せにする訳ではないのだろう。

「……空太。この件に関しては深く考えない方がいいわ。無む闇やみに深入りしてしまうと後で取り返しのつかないことになるかもしれないわよ？　私たちは……私たちの出来ることをすればいいのよ」

「……ああ。忠告ありがとう」

　空太が男でありながらも騎士として学園に入学を許されたのは、魔術省に『剣けん術じゆつという概がい念ねんが禍鬼討とう伐ばつにおいて有用なものであるかどうかを確かめたい』という思おも惑わくがあったからである。

　――魔術という万ばん能のうの概念が、社会の明るみに出るようになってから七十年の時が過ぎようとしていた。

　同分野の繁はん栄えいに伴ともない衰すい退たいした分野は枚挙にいとまがないが、その中の一つに日本の各地に点在していた様々な武術があった。

　護身術としての魔術の汎はん用よう性せいが高すぎるため、それまで日本に存在した武術の道場は次々に看板を下ろすことになり――。

　古来日本で受うけ継つがれてきた戦せん闘とう技術である『剣術』という概念は、次し第だいに人々の脳のう裏りから消え去ろうとしていた。

　空太が天空都市に居住し、騎士としての道を志すようになった理由。

　それは、これまで自分の磨いていた『剣術』という概念が人類にとって有用なものであると証明し、『剣術』を再び現代に復興させたいという想いがあったからである。

　ユベルや禍鬼のことは気になるが、冬華の言うことは尤もつともである。

　今は自分のするべきことに集中するのがベストだろう。

「雪城の言う通り。キミたちは、《専用機》の携けい帯たいを許された数少ない人間であるが、あくまで学生という立場にあることを忘れないで欲しい。もっとも……ユベルの残党が未いまだにこの都市の何処どこかに潜せん伏ぷくしているとも限らない。そこで我々は、既に魔術省に援えん軍ぐんを要よう請せいしている」

　いつになく真しん剣けんな眼差しで静流は続ける。

「雷かみなり領域の七星騎士――《ルミナス》を始めとする魔術省直ちよつ轄かつの騎士部隊が直じかにオクタヴィアに赴ふ任にんする。禍鬼との戦せん闘とうは本職の人間たちに任せてキミたちは……キミたちのすべきことをして欲しい」




「…………!?」




　雷領域の七星騎士。

　その言葉に対して最も過か敏びんな反応を示したのは冬華であった。

「……雷領域の七星騎士ですか。気になりますね。

　聞くところによれば、彼女は七星騎士の中でも特例中の特例。既に魔術省の騎士部隊に所属して本格的な禍鬼討伐任務に従事しているとのことでしたが……一体どのような人物なのでしょうか？」

「ふむ。残念ながらキミの質問に答える訳にはいかない。《彼女》に関する情報は、一部の限られた人間を除き、対外秘という扱いになっている。なに……同じ七星騎士の称しよう号ごうを持つ者同士。時がくればいずれ顔を合わせることもあるだろう」

「……了りよう解かいしました」

　納なつ得とくの行く返答を得られなかったものの、冬華は表情を変える素そ振ぶりを見せずにそう呟つぶやく。

（冬華やフェリシアに続く、三人目の七星騎士……か）

　ルミナスと呼ばれる人物について気になっていたのは空太も同じであった。

　七星騎士と一口に言ってもその境きよう遇ぐうや生おい立たちは様々であり――。

　冬華やフェリシアのように普ふ通つうに学園生活を送っている者もいれば、世間に対して一切の自らの情報を公開していない者もいる。

　雷領域の七星騎士――ルミナスは後者のタイプでありその存在は謎なぞに包まれていた。




「ああ、そういえば一番大切なことを伝え忘れていたな。皐羽。《神聖剣アークブレイド》……と言っただろうか。戦いの最中にキミが具現化したあの剣については今後、一切人前での使用を禁ずる。これは他でもないキミ自身のために忠告しておこう」




「……それは……どうしてまた？」

「空太の魔術が七大領域のどれにも属ぞくさないものだからでしょうか？」

　静流の代わりに空太の疑問に答えたのは冬華だった。
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「……察しが良いな。我々人類は現在、《炎》・《水》・《風》・《雷》・《転移》・《重力》・《時空》という七種類の魔術領域の存在について感知しているが、その中には『刀を一から作成し、具現化する』という芸当が可能なものは一つとして存在していないのだ」

「ええと。それってつまり……」

「もしキミの能力ちからが公になれば全国の魔術研究機関が黙だまってはいない。……いや、それどころか、全世界の反魔術組織がキミの能力を犯罪に転用しようと集まってくることになるだろう」

「…………」

　静流の忠告を受けた空太の表情は神しん妙みようなものになる。

　神聖剣。

　それは世界最強の剣けん士しにのみ与えられるとされる刀。

　先日起きたユベル襲撃事件の最中。

　突とつ如じよとして発現したこの能力ちからについては、かねてより義父である皐羽鉄てつ心しんより伝え聞かされたことがあった。

　あるいは師し匠しようならばこの能力ちからについて何か知っているのだろうか？

　知りたい。

　どうして師匠は神聖剣の存在について認にん識しきしていたのか？

　どうして師匠は神聖剣を追い求め剣けん技ぎの修しゆ行ぎように明け暮れていたのか？

　考えれば考えるほど、空太の中に燻くすぶっていた、二年前に失しつ踪そうした義父と再会を遂とげたいという気持ちは自然に高まって行った。

「最後に。これは完全に別件になるのだが……。申し訳ないが、私は暫しばらく今回のユベル襲撃事件の事後対処に追われる立場になりそうなのだ。そこでだ。雪城。暫くの間……皐羽の神機アーテイフアクト搭とう乗じよう訓練のコーチはお前に引き継がせたいと考えている」

「私……ですか？」

「ああ。雪城の神機の扱いに関する実力は申し分のないものがあるし、私としては適役だと考えている。どうだろう？　考えてはくれないだろうか」

「…………」

　暫く無言で押おし黙った後、冬華は問う。

「……ちなみに私に拒きよ否ひ権けんはあるのでしょうか？」

「はは。残念ながらこれは強制ということになるのかな。雪城。お前は明日より一年Ａクラスの生徒として私が担任として受け持つことになった。これは担任命令だ。故ゆえに貴様に拒否権はない」




「……そうですか。分かりました。でしたら不本意ながらその話、引き受けさせて頂きます」




　澄すました顔で依い頼らいを引き受ける冬華。

「サンキューな。冬華。お前が傍そばにいてくれると心強いよ」

　空太は冬華が今回の提案を受け入れたことに対し素す直なおに喜んでいた。

　天空都市で七年振ぶりの再会を果たした当初、二人の仲は険悪なものであった。

　この都市で出会ったばかりの頃ころと比ひ較かくすれば、二人の関係は劇的に改善されていた。

　冬華は照れくさそうに視線を伏ふせて。

「……別に構わないけど。それより……私が指導するからには半はん端ぱな真似は許さないわよ」

「おう。任せとけって。七年前と比べて成長したところを見せてやるから覚かく悟ごしておけよ」

「…………」

　そう言ってカラカラと笑う空太の様子を静流は複雑な心境で見つめていた。

　仕し事ごと柄がら、《雪城》の家庭事情に精通していた静流は、冬華の学園生活が平へい穏おんなものになるはずがないと知っていたからである。

（……違う。逆なんだ。キミが傍にいてやらないと彼女はまた……直すぐにでも以前の彼女に戻ってしまうだろう）

　二人のやり取りを目まの当あたりにしながらも静流は、心の中でそんな言葉を漏もらすのであった。




　　　　　×　×　×




　その日の夕方。

　日課である魔術の鍛たん練れんを終えて、部屋に戻った冬華はひたすらに上じよう機き嫌げんであった。

　シャワーで体の汚よごれを落としている最中も無意識の内に鼻はな唄うたを歌ってしまう。

　入浴後、冬華はバスタオルで水気を落とし下着姿になる。

　今現在。

　冬華の機嫌が最高潮に達している理由は、とどのつまり一つしか存在していない。




「やた！　これで毎日でもソラくんとの時間が作れる！」




　普段の彼女からは考えられないような猫ねこ撫なで声ごえであった。

　仮にもし――。

　冬華の知人がこのとき部屋にいたのならば、そのあまりのギャップに口から泡あわを吹ふいて卒そつ倒とうしていたに違いない。

　けれども、冬華が胸をときめかすのも自然な流れであった。

　何故ならば、冬華は幼少の頃より、空太に対して恋れん愛あい感情を抱いていたからである。

　ところが。

　七年前に起きた大禍害の日をきっかけにして、冬華の心情は急変することになる。

　その日――信じていた空太ひとに裏切られて以来。

　冬華は空太に対して愛あい憎ぞうの入り混じった複雑な感情を抱くようになっていた。

　けれども、先日のユベル襲撃事件の後。

　命を呈ていして自分のことを庇かばってくれた幼馴染の姿を目の当たりにして――。

　冬華の中の憎にくしみの感情は消えていた。

　今はただ空太に対する愛いとしさだけが冬華の感情を満たしていた。

　もふんっ！　と。

　勢い良くベッドにダイブした冬華は、枕まくらにギュッと顔を埋うずめる。

　そして。

　寝ね返がえりを覚えたての赤子のようにコロコロとベッドの上を転がり回る。




「ソラくん……ソラくん……。好き好き！　大好きぃ……」




　枕を強めに抱きしめながらも冬華は呟く。

　普段の冬華の生活態度を知る者が聞けば信じられない話になるが――。

　本来の彼女の『素の姿』は依い存ぞん心しんの強い、甘あまえたがり屋の少女であった。

　けれども、雪城の家で魔術に関する厳しい英才教育を受けた結果。

　誰だれかに心を許すという行こう為いをすっかり忘れてしまった冬華は、他人とは常に一線を引いた付き合い方しか出来なくなってしまったのである。




「はぁ……。どうすればソラくんともっと仲良くなれるのかなぁ……」




　自身にそう問いかけるものの――。

　実のところ、冬華はとっくにその答えを知っていた。

　簡単なことだ。

　もっと素直に自分の感情を曝け出して空太と接することが出来ればいいのである。

　けれども。

　それが出来れば苦労しない。




『他人を信用してはいけない』

『他人に自分の弱みを見せてはいけない』




　雪城の家に養子として迎むかえ入いれられて以来――。

　冬華が最初に頭に刷り込まれてきた人生における教訓であった。

　以後、七年間にわたり雪城の家で育った冬華は、すっかり他人から「冷れい酷こく無比」と揶や揄ゆされるような少女に変へん貌ぼうを遂げたのである。

「大だい丈じよう夫ぶ。これからはソラくんと会える時間が増えるわけだし、少しずつ性格を改善していけば……」

　と、冬華が決意を新たにしようとしたそのときだった。

　携帯の着信音が冬華の部屋に鳴り響く。
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　ディスプレイに表示された登録名を見た瞬間、冬華の表情は緊張で強こわ張ばったものになる。




「……やぁ。もしもし。冬華かい？」




　電話の相手は雪城斗とう真ま。

　現げん役えきの魔術省《最高官かん房ぼう長ちよう官かん》にして、冬華にとって歳としの離はなれた義理の兄とも言える存在であった。

　冬華にとっての至福の一時は、義ぎ兄けいの肉声を聞いた途端、瓦が解かいすることになる。

「……お義兄にいさま。お久しぶりです。本日は一体どのようなご用件でしょうか」

「はは。冬華。随分と冷たいことを言うようになったじゃないか。血の繋つながりはないとは言え、僕ぼくたちは戸こ籍せき上レッキとした兄きよう妹だいだろう？　用がなければ電話をかけてはダメなのかい？」

「……いえ。そういう訳ではないのですが。何かと忙いそがしいお義兄さまが電話をかけてくるのが珍めずらしいことでしたので」

「ふふ。そうだね。お前の言う通り僕は忙しいので簡潔に言うよ。先日の家族会議で『決定』した。冬華。お前の才能を国内に留とどめておくのはバカらしい。これは以前にも話していたことだが……魔術の本場、ドイツの天空都市で騎士としての基き礎そを学び、二年後の世界魔術ワールド・決闘舞台オリンピアに向けて力をつけなさい」

「……!?」

　義兄の提案を受けた冬華は、動どう揺ようを隠かくせずにいた。

「しかし、お義兄さま。その話は先方の都合で一度、反故になったのでは？」

「……たしかにお前の言う通り。家の都合と向こうの学校の出す条件になかなか折り合いがつかなくてね。一度は話が流れそうになっていたのだが……状況が変わった」

「……出来ればその経けい緯いを詳くわしく聞かせて頂けませんか？」

　冬華が追つい及きゆうすると斗真の声は苛いら立だったものになる。

「それについてはお前が知る必要のないことだ。冬華は黙って僕の命令に従っていればいい」

「ですが、お義兄さま……」




「二度目はないよ。冬華。これは決定事じ項こうだ」




「…………はい」

　斗真の言葉には有う無むを言わせない圧力があった。

「ああ、そうそう。学園の編入手続に関する資料は家の方からお前の寮りように送らせてもらった。これからも雪城の人間として恥はじない行動を心こころ掛がけるように。それでは僕はこれで失礼するよ」

　電話が切れてからも冬華は、意識を失ったかのように茫ぼう然ぜんとしていた。




（……どうしてかしら。私が雪城わたしでいる限り、自由に誰かを好きになることなんて許される訳がない。そんなこと……最初から分かっていたはずなのに）




　一瞬とはいえ、想い人との幸せな未来を想像してしまった自分に嫌いや気けが差す。

　冬華の眼まな差ざしに戻りかけていた輝かがやきは、この日を境にして急激に影かげを落として行くのであった。







第二話　雪ゆき城しろの呪じゆ縛ばく







「……静せい粛しゆくに。これより我々一年Ａクラスに転校することになった生徒を紹しよう介かいする」

　翌日の朝のＨＲは静しず流るの一言によって、波乱の展開を迎えることになる。

「雪城。教室の中に入れ」

「……はい」

　冬ふゆ華かが教室に足を踏ふみ入いれた瞬間。

　それまで騒さわがしかった教室が一転、静粛の雰ふん囲い気きに包まれる。

　唐とう突とつな転校生の登場を受けて教室の生徒たちは、緊張感に包まれていた。

　冬華は周囲の人間などは意にも介かいさないような様子で教きよう壇だんに上がった後、ホワイトボードに自身の名前を記述して。




「雪城冬華です。よろしくお願いします」




　抑よく揚ようのない声こわ音ねで簡潔にそう述べた。

　冬華が自己紹しよう介かいを終えた直後。

　教室の空気が急激に張りつめたものになっていたことに空そら太たは気が付く。

「ねえ。雪城冬華って……もしかしてあの《雪城斗とう真ま》の妹さん……？」

「バカッ！　声が大きいわよ！」

　心に引っかかりを覚えた空太は、前の席に座すわっているフェリシアのウナジを指の腹で軽く撫なでる。




「ひんっ！」




　直後、フェリシアの席から奇き声せいが上がる。

　周囲の女生徒たちは「朝っぱらから何をイチャついているんだお前ら」という非難の視線を二人に向ける。

「バ、バカ空太！　いきなり変なところを触さわらないでよね！」

「……あぁ。えーっと。悪かったな」

　空太はバツの悪そうな表情で頭を掻かく。

「なあ。フェリシア。一つ聞きたいことがあるんだけど……冬華の家ってそんなに有名なのか？」

「……はい？」

　フェリシアの頭上から大きなクエスチョンマークが出現する。

「ねえ。空太。念のために確かく認にんしておきたいのだけれど……貴方って冬華アイツと幼馴染なんでしょ？」

「そうだけど……どうしたんだよ。急に」




「……呆れた。貴方ってこれまで『雪城』の家について何も知らないでいたわけ!?」




　まるで浜はま辺べに打ち上げられたダイオウイカにでも遭そう遇ぐうしたかのような驚きよう愕がくの表情を浮うかべるフェリシア。

「…………」

　冬華が雪城の家に養子入りするようになったのは大だい災さい厄やくの後のことである。

　そのため。

　空太は雪城の家庭事情について全く知らないでいたのであった。

「ええと。これには色々と深い訳があってさ……」

　空太が言葉を続けようとした折。

　キュインッと。

　空を斬きり裂さくような鋭音と共に空太のこめかみを閃せん光こうの雷弾が翳かすめた。

　周囲の人間たちは何事かと思い音のした方に目を向ける。

　と、教壇の上には小しよう銃じゆう型の魔道具レガリアを構えた静流が殺気を込めた眼差しを生徒たちに送っていた。




「……貴様たち。私に二度同じことを言わせるな。そろそろ黙らないと私も魔道具こいつをぶっ放すことになるぞ」




　逆らえば本気で人を殺しかねないと思わせるほど気き迫はくの籠もった声音であった。

　先さき程ほどまで騒がしかったクラスメイトたちは静流に銃じゆう口こうを向けられたことにより、水を打ったように静まり返ることになる。

　フェリシアとの会話の続きは気になったものの――。

　結局。

　静流の一声により、その場はうやむやのまま話が流れてしまうのであった。




　　　　　×　×　×




　その日の一限目の授業は、来週末に行われる予定の『桜花祭』についてのＬＨＲとなっていた。

　桜花祭とは、演えん武ぶ学がく園えんで行われる文化祭のことである。

　空装騎き士しの育成機関、という特とく殊しゆな環かん境きようにありながらも普通の学生が行うような学園行事を執とり行おこなう演武学園は、世界的に見ても極きわめて稀まれなケースであると言える。

　それと言うのも一ひと重えに「空装騎士を目指す生徒たちにも、普通の学生らしいことをさせてやりたい」という学園長――篠しの崎ざき由ゆ良らの意向を反映させた結果になっている。

　表向きには「学園行事を通じ、未成熟な生徒たちの心の成長を促うながすため」という大義名分を掲かかげているものの――。

　本当は「単に学園長が祭り好きなだけなんじゃないか？」と、生徒たちの間ではもっぱらの噂うわさになっている。




「コスプレです！　コスプレ喫きつ茶さ以外に考えられません！　一生に一度しかない高校生活！　少しくらいハメを外した方が後々になって想い出に残ると思いませんか!?」

「バカ言うな！　んな恥ずかしいもの着れるかよ！　断固として却きやつ下かだ！」




　会議の行く末は想像以上に難航していた。

　元々、高校の文化祭で行うことが出来るものは限られている。

　喫茶店。お化け屋や敷しき。展示会。

　少し捻ひねったところで、そこに演劇やダンスなどが加わるくらいのものだろうか。

　どちらにせよ選せん択たくの幅はばは非常に狭せまい。

　従って『喫茶店をやる』というところまでは、その場の流れでスムーズに決まったのだが、問題はその後にあった。

「もう！　凛りんちゃんの分からず屋！　小学校の頃からの付き合いだというのに……どうして私の気持ちを分かってくれないんですか!?」

「お前の気持ちって……どうせ沙さ紀きはシアのエロエロなコスプレ姿を見たいだけだろうが！」

「…………」

「おい。そこは否定してくれよ」

　先程から激しい口論を交かわしているのは、一年Ａクラスの中でも学級委員を務める女生徒たちである。




「……二人とも。そろそろ意見をまとめてくれないと一時限目のＬＨＲが終わってしまうわよ？」




　出口の見えない両者のやり取りを目の当たりにしたフェリシアが割って入る。

「うぅぅ。シアちゃんは一体どっちの味方なんですか！　シアちゃんだってせっかくの文化祭なんですし。皆みなで可か愛わいい衣装を着たいと思いませんか？」

　そう言って泣きつくのは、腰こしまで下ろした黒くろ髪かみがよく似合う大和やまと撫なで子しこ然とした雰囲気を持つ少女。

　霧きり崎さき沙紀である。

「シア！　騙だまされんなよ！　お前だってこいつの特殊な性せい癖へきには散々苦労させられているだろ？　幼おさな馴な染じみのオレが一番良く分かっている。このまま沙紀の言うことを聞いていたら、オレたちは文化祭当日。痴女同然の格好で接客することになるぜ!?」

　そう言って警告を促すのは、ショートカットに小麦色の肌はだがよく似合う中性的な雰囲気を持った少女。

　逢おう坂さか凛りん奈なである。

　凛奈と沙紀。

　両者ともタイプは真逆ながらも、誰とでも気さくに会話できる人ひと柄がらと整った容姿を併あわせ持もっているクラスの中心的な人物であった。

　そんな二人が対立してしまったが故に、会議が泥どろ沼ぬま化かしてしまったという訳である。

「…………」

　ちなみに、空太はというと――。

　議論に参加する意思は見せずに、黙って席に座っていた。

（女の子の同士の口論に男が交じっても良いことはないからな）

　悲しいかな。

　天空都市という女の子だらけの環境で生活してからというもの。

　早くも空太は、そんな悟さとりに近い教訓を覚えていたのであった。

　一方、他のクラスメイトたちはというと――。




「正直どっちでも良い」

「何か違ちがいがあるの？」

「わたくしは当然フェリシア様が決めた意見に従いますわ」

「てか早く終われ。今日は新作のスマホゲームがリリースされる日なんだけどぉ」




　空太と同じように自ら主体的な意見を持っていない様子であった。

　それどころか、会議そのものに対して全く興味を抱いだいていない者すらいる雰囲気である。

　それ故。

　会議の結論は今まさにフェリシアの一存によって決定しようとしていた。




「そうね。アタシ個人としては全面的にリンの意見に同意するわ。やっぱり大切なのは外見よりも中身じゃない？　衣装に拘こだわるのも大切なことだと思うけど、せっかく足を延ばしてくれたお客さんが満足できる料理を提供したいと思っているわ」




「おお！　シアならそう言ってくれると思っていたぜ！」

　勝利を確信した凛奈は満面の笑えみを零こぼす。

「沙紀。これで分かっただろ？　気の毒だが、これでお前の企たくらみは完全に打うち砕くだかれたぜ！」

　凛奈は因いん縁ねんのライバルに対して指差しながらも勝利宣言を下す。




「……ふふふ。果たしてそれはどうでしょうか」




　だがしかし。

　客観的に見れば圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きように立たされているにもかかわらず。

　沙紀の表情には不自然なまでの余よ裕ゆうがあった。

「だってそうじゃないですか？　私たちはまだ大切な人の意見を聞いていませんよ」

　そう前置きしながらも沙紀は空太の席に歩み寄る。

「桜花祭に入場できるのは基本的には女性に限りますが、極ごく々ごく稀まれに魔ま術じゆつ省しようの役員である男性の方が来らい賓ひんすることもあると聞きました」

「あん……？　だから何だっていうんだよ!?」

「分かりませんか？　つまり……ここは女性だけはなく貴重な男性視点の意見を取り入れるべきなのです。幸いにもウチのクラスには、我わが校こう、唯ゆい一いつの男子生徒が在ざい籍せきしているじゃないですか」

「……えっ」

　唐突に話を振ふられ、空太の背筋は反射的にピンと伸のびる。




「皐さつき羽ばくん。どうでしょうか？」




　艶あでやかな黒髪を手て櫛ぐしで掻き分けながら沙紀は問う。

　制服の隙すき間まから下着が見える角度まで腰を下ろした沙紀の姿勢を目の当たりにして、空太の視線は泳いでしまう。

「皐羽くんは見たいと思いませんか？　シアちゃんや他のクラスの方々のちょっとエッチなコスプレ姿を……」

「…………」

　空太は迷っていた。

　正直に言えば、見たい。

　演武学園に在籍する女生徒たちは、全体的に容姿のレベルが高い。

　何な故ぜならば――。

　この学園に通う生徒たちは幼い頃より、魔術の英才教育を受けたお嬢じよう様さまたちばかりだからである。

　加えて一いつ般ぱん的てきな女子高生と比較すると、運動量が格段に多いためスタイルも均整の取れたものになっている。

　空太の所属する一年Ａクラスとてそれは例外ではなく――。

　フェリシアを始めとして粒つぶぞろいの美少女たちが集結していた。




「うーん……そりゃあ。見たくないと言ったら嘘うそになる……かな」




　ここで「見たくない」と発言すると傷つく女生徒たちが出てくるかもしれない。

　そう判断した空太は、素直に想おもいの丈たけを伝えことにした。

　と、空太が発言をした次の瞬しゆん間かん。

　教室の空気はアイドル声優のライブ会場にいるかのようにヒートアップしていく。




「嘘!?　もしかしてこのイベントって皐羽くんを振り向かせる最大のチャンスなの!?」

「衣装ってやっぱり露ろ出しゆつ度ど高めのやつがいいのかな？　今からでもダイエットしなきゃ！」

「実はわたくし……以前からコスプレというものを一度やってみたかったのです」

「リセマラしている場合じゃねえ！」




　先程までのヤル気の見えない態度から一転。

　清すが々すがしいまでの掌てのひた返がえしであった。

　クラスメイトたちの豹ひよう変へんぶりに焦あせりを覚えたのは凛奈である。

「おいいいぃぃぃ!?　シア！　いいのかよ。このままじゃ沙紀アイツの策略でウチのクラスの出し物が本当にコスプレ喫茶になっちまうぞ!?」




「…………そっか。空太もなんだかんだ言って男の子だもんね。アイツはどんな衣装が好みなのかしら。やっぱりここはアタシが一ひと肌はだ脱ぬいであげるしか……」




　凛奈の言葉は虚むなしくもフェリシアの耳を通とおり抜ぬける。

　彼かの女じよの表情は完全に恋こいする乙女おとめのそれであった。

　フェリシアの頭の中は現在、どんな衣装を着れば空太に気に入ってもらえるか？

　その一点のみに集中するようになっていた。

「ねえ。リンナ」

「……お、おう。ようやくオレの話を聞く気になってくれたか!?」




「地上にはこういう言葉があるらしいわ。『人は見た目が九割』だって。料理に拘ることも大切なことだと思うけど、こういうのは食べてくれる御おき客やくさんがいて初めて成立するものだと思わない？　だから……アタシ個人としては全面的にサキの意見に同意するわ。やっぱり一生に一度しかない高校生活は少しくらいハメを外してみるべきなのよ！」




「さっきと言っていることが真逆になっているぞ!?」

　すかさずツッコミを入れる凛奈であったが、時とき既すでに遅おそし。

　フェリシアを含ふくめた周囲の女生徒たちは、既すでに完全にコスプレ喫茶をやる腹積もりになっていた。

「うぅぅ……。シアのやつ……よくも裏切りやがったなぁ……」

　恨うらめしそうに呟つぶやきながらも、涙なみだ目めになる凛奈。

　その後。
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　順当な流れで、一年Ａクラスの出物は賛成多数でコスプレ喫茶に決定することになった。

　空太は凛奈から「……なにもかもお前のせいだからな？」と理り不ふ尽じんな怒いかりを向けられそうになるも、素知らぬ顔で視線を反らす。

（やっぱり……女子の口論に男が交じるとロクなことにならないな）

　自ら覚えた教訓の有用性を再確認した空太は、この世の真理を悟ったような物もの憂うげな眼差しで窓の外を眺ながめるのであった。




　　　　　×　×　×




　時刻は進んで放課後。

　本日の授業をつつがなく終えた空太は日課である神機アーテイフアクトの搭乗訓練を行っていた。

　ここ《第七訓練場》は、教師の許可なく生徒たちが自由に神機の鍛練を出来る施し設せつである。

　ドーム状に設計された屋内の中を空太の専用機《閃煌エスペランザ》が縦じゆう横おう無む尽じんに翔かけ回る。

　この日。

　空太は訓練施設の中に設置された光の輪を通り抜けながらも、その周回タイムを測定する輪潜りフーピングという訓練を行っていた。




「……よっしゃ！　最高スコア更こう新しん！」




　電光掲けい示じ板ばんに映し出された数値を見て空太は思わずガッツポーズを取る。

　本来であれば、神機という兵器は魔術の才能に優すぐれたものでも満足に動かせるようになるまで半年はかかるとされている。

　神機を駆く動どうさせるために欠かせない自動オート魔術式スクリプト作成機能を扱あつかいこなすには、それだけ多くの鍛練を積む必要があるからだ。

　けれども。

　空太はものの一週間と経たたない内に神機の基本的な動作を体得しつつあった。

　その技量は輪潜りのタイムにも表れており、潜せん在ざい的てきな魔ま力りよく量りようのハンデを補い、空太の成績は同年代の女生徒と比較しても遜そん色しよくのないレベルに達していた。

　空太の神機の操縦技術が並はずれている理由は一重に、彼かれが長年にわたり磨みがき上あげてきた剣けん術じゆつの修しゆ行ぎようの成果にある。

　剣けん士しとしての卓たく越えつした集中力を持った空太は、神機を扱う上で欠かせない才能を生まれながらにして所持していたのである。




　　　　　×　×　×




　訓練を終えた空太は防護服プロテクターを脱ぬいで制服に着き替かえると、すぐさま冬華の元に向かう。

　静流より空太のコーチを依い頼らいされていた冬華は、モニター室より空太の様子を窺うかがっていたのである。

「どうだった！　冬華。今日の俺おれの動きは!?」

　冬華の元に駆かけ寄よった空太は子犬のように人ひと懐なつっこい笑みを浮かべる。




「……別に。特に何も問題ないと思うわ」




　普ふ段だん通りの冷静沈ちん着ちやくな面おも持もちを崩くずさない冬華。

　けれども。

　冬華との付き合いの長い空太は彼女の表情に何処どこか違い和わ感かんを覚えていた。

「……もしかして朝のことを気にしているのか？」

「さぁ。なんのことかしら」

「いや、さ。今朝のＨＲでフェリシアが妙みようなことを言うからずっと気になっていたんだ。俺はずっと山暮らしをしていたからあんまり詳しくないんだけど『雪城』の家ってそんなに有名なのか？」

「…………」

　今日一日。

　空太は心の何処かにずっと引ひっ掛かかりを覚えながらも学園生活を送っていた。

　何故ならば――。

　冬華が他のクラスメイトたちから、明らかに『避さけられている』風に見受けられたからである。

　空太が尋たずねると、冬華は僅わずかに笑みを零す。

「空太。貴方あなたって人は本当に……剣術以外のことに関しては、全くと言って良いほど無知なのね。『雪城』の人間に対してそんな風に聞いてくる人はおそらく歴史上、貴方が初めてだと思うわ」

「うっ……。仕方がないだろ。地上にいた頃ころの俺は……とにかく強くなることしか頭になくて、それ以外のことを考えている余裕なんてなかったんだから」

　空太が告白すると冬華は軽く溜ため息いきを吐ついた後。

　自身の家庭事情を打ち明ける。




「簡単に言ってしまうと雪城の家は、この国が科学社会から魔術社会に移り変わろうとする乱世の時代に成り上がった《人殺しの家系》なのよ」




「……人殺しの家系？」

「ええ。今では考えにくい話になるのだけどね。今から七十年前、魔術という概がい念ねんが体系化された当初は、ほとんどの人間がその存在を信じようとしなかったそうよ。

　考えてみれば当たり前の話よね。

　それまで御おと伽ぎ噺ばなしの産物でしかなかった概念が現実のものになるなんて、当時の人々はファンタジー小説を読まされている気分にでもなったのではないかしら。

　そこで魔術の有用性に一早く目を付け、利用し始めたのが雪城の祖先だったそうよ」

「…………」

　まるで対岸の火事の出来事であるかのように冬華は淡たん々たんと語り続ける。

「今でこそ魔術の取り扱いに関する法律は山のようにある訳だけど、当時は魔術関連の法の整備が全く行き届いていなかったのよ。

　それこそ――少し工く夫ふうをすれば、罪を科せられずに人を殺すことすら出来てしまうくらいにね」

「……そんなことって」

「ここまで話せば大まかに察しはついたのではないかしら？　つまり雪城の人間は社会の混乱に付け込み、現在の地位を築き上げた成り上がりの家系なのよ。

　だから……私が他人から避けられるのは仕方ないことなの。

　雪城の人間は法律の網あみ目めを掻い潜くぐり、沢たく山さんの罪のない人間を殺あやめてきたわ。

　自分たちにとって都合の悪い人間を排はい除じよして、政府の中ちゆう枢すうを担になうまでの地位を築き上げた雪城の人間たちは、周囲から嫌けん悪お感かんを抱かれて当然というわけ」

「…………」

　この話が事実であればクラスメイトたちが冬華のことを避けようとするのも頷うなずける。

　冬華の話を聞いた空太はやり場のない憤いきどおりを感じていた。




「そんなのおかしいだろ！　そりゃあ……雪城の祖先たちがしてきた行こう為いは許されないかもしれないけど……そのことはお前自身とは何の関係もないじゃないか！」




　空太の主張を受けた冬華は僅かに頬ほおを緩ゆるめる。

「ふふ。相変わらず優やさしいのね。たしかに……皆が空太のような考えを持っていれば『雪城』の人間が疎うとまれることも無くなるかもしれないわ。

　けれど、世間はそうは思わないでしょう？

　だから私は、これからも《人殺しの一族》というレッテルを張られながらも生きて行かざるを得ないの。そのことに関しては、とっくに覚かく悟ごを決めてあるから何の問題もないし。空太には関係のない話よ」

「関係ないって……お前……」

　一体どれだけ凄せい惨さんな過去を背せ負おえば、こうまでキッパリと割り切ることが出来るのだろうか。

　知らなかった。

　冬華と離ればなれに生活していた七年の間。

　彼女がこんなにも重い呪縛を背負っていたなんて――。

「空太。たしか貴方は以前、私に言ってくれたわよね。ずっと私の傍そばにいて、私のことを守ってくれるって」

「……ああ」




「けれど……それは無理な話だわ。貴方は必ず私の前からいなくなる。所しよ詮せん、私と空太では……住んでいる世界が違い過ぎるのよ」




「…………」

　言い残し、冬華はそのまま部屋を後にする。

　どんな言葉をかけてやれば彼女を救うことが出来るのだろうか。

　咄とつ嗟さに何かを言い返したい気持ちに駆られるも――適切な言葉を見つけることができず。

　空太の胸中には、言いようのないわだかまりだけが残るのであった。




　　　　　×　×　×




　一方、同時刻。

　神機の搭とう乗じよう訓練の仕事を冬華に引き継つがせた静流は、演武学園の施設の中でも最もセキュリティレベルが高いとされている《第一職務室》と呼ばれる施設の中にいた。




「……それで静流ちゃんの眼めから見てどうなの？　魔術省から派は遣けんされたルミナスっていう子の実力は？」




　静流から見て対面に座る女性の名前は篠崎由良。

　演武学園の学園長にして天空都市オクタヴィアの最高責任者である。

　傍はたから見れば二人のやり取りは奇き妙みようなものに映るだろう。

　二十代前半の、いかにも仕事ができそうな風ふう貌ぼうをした静流が頭を下げている相手は、外見だけで判断するなら小学校の高学年の女生徒とそう変わらないものであった。




「はい。結論から言いますと申し分のないレベルだと考えています」




　静流は端たん的てきに述べると手元のノートパソコンからモニターの電源を入れる。

　映し出された動画は雷かみなり領域ドメインの七星騎士――。

　ルミナスが学園の訓練施設で禍か鬼きのホログラムと仮想の戦せん闘とう訓練を行っているものであった。

　金きん髪ぱつの少女はまるで神機を体の一部であるかのように自在に操あやつり、禍鬼の形をした映像データを駆く逐ちくして行く。

　雷の魔術によって焼やけ焦こげた禍鬼の亡なき骸がらを見下ろしながらも少女は、異常なまでに無表情であった。

　仮想訓練とはいえ此こ処こまで冷静に神機を操る人間を静流は、未いまだかつて目まの当たりにした経験がなかった。

「潜在的な魔力量こそ他の七星騎士に見み劣おとりしますが、戦闘慣れしているのでしょう。彼女の動作には一いつ切さいの心の乱れが見られません。おそらく総合的な戦闘能力で言えば雪城やフランベルクをも凌りよう駕がする存在だと考えています」

「雷領域の七星騎士、ルミナス。流石さすがは魔ま術じゆつ省しようの《最終兵器》と呼ばれるだけのことはあるということかしら」

　ルミナスの能力に対して静流が絶賛するものの、由良はさして関心のない様子であった。

　何故ならば、今回の会議の目的は別のところにあったからである。




「さて、与よ太た話ばなしはこれくらいにしてそろそろ本題に移りましょうか。先日の戦いで発現した空太くんの《能力》についての調査結果を聞かせてくれるかしら」




「……了りよう解かいしました。それではまずこちらの資料からご覧下さい」

　暫しばらく間を置いてから返事をすると、静流は再び手元のパソコンを操作してモニターに資料を提示する。

　その途と端たん。

　由良の眼まな差ざしはヒーローショーの公演を心待ちにする幼女のようにキラキラしたものとなる。

　これから明かされることになる前ぜん代だい未み聞もんの調査結果を彼女に報告しなければならないことを想うと、静流の気苦労は増加の一いつ途とを辿たどるのであった。




　　　　　×　×　×




「……以上が、先日のユベル襲しゆう撃げき事件の際に皐羽空太が習得した暫ざん定てい名めい称しよう――《神聖剣アークブレイド》の能力ちからに関する解析結果になります」

「同調率97・８パーセント。機材の誤差も考えると、これは完全に『黒』と考えるべきでしょうね」

　期待していた通りの報告結果を受けて、由良は無む邪じや気きな笑みを浮かべる。

「私は……今でも俄にわかには信じられません。あの日、皐羽が見せた炎ほのおの魔ま剱けんの力が、フランベルクの魔術と全く同配列の《魔力元素》により構築されていたものだなんて……」

　学園長から調査の依頼を受けた静流は、当初『一体何の冗じよう談だんだ』と怪け訝げんな想いを抱いていた。

　魔力元素とは空気中に無数に漂ただようエネルギーのことであり魔術を構築する際の素材ソースとして用いられるものである。

　人間が魔術を構築する際に作られる魔力元素の配列は、『万ばん人にん不同』と『終生不変』の性質を併せ持っているとされている。

　言いい換かえればそれは人体における《指し紋もん》のような概念であり――。

　魔術を用いた犯罪を取り締しまる際には、この《魔力元素》の配列は犯人特定のための重大な意味を持つことになる。

「ふふふ。そんなに驚おどろくことはないわ。空太くんの体内には《万色領域》の魔術基盤コア・メソツドに類るい似じするものが存在するという話は以前にしたでしょう？

　状況に応じて全すべての魔術領域に変化することが可能な《万色領域》の魔術基盤を用いれば、他人が構築した魔術の性質をそのまま再現できたとしても不自然な話ではないわ」

「…………」

　さもそれが当然のことであるかのように発言する由良であったが、彼女の仮説が正しければ、間ま違ちがいなくこの一件は後世の魔術史に残る大発見である。

　仮にこの情報が公おおやけのものになれば、多くの国々が競きそって《万色領域》の魔術基盤の開発に着手することになるだろう。

　けれども、静流はこの事実に対して決して喜べずにいた。




（皐羽の持つ……この能力ちからは一人の個人が持つにはあまりも……）




　新たなる力の発見は、時に凄惨な争いの火種になりかねない。

　そのことを静流は誰だれよりも身に染しみて理解していたからである。

「学園長。この件に関しては、もう暫く私に預けてみては頂けないでしょうか？　皐羽の持つこの能力は我々が思っている以上の『災厄』を招くことになるかもしれません……」

　静流の提案を受けた由良は心なしか満足気な笑みを零す。

「ふふ。もちろん私もそのつもりよ。この件に関しては暫く私たち二人の中に留とどめておくとしましょう」

「……!?　しかし、良いのですか？　我々がしようとしていることは下手をすれば魔術省に対する叛はん逆ぎやくと受け止められても言い逃のがれはできませんよ」

「あはは。大だい丈じよう夫ぶよ。私たち教師にとって生徒を守る以上に優先するべきことってあるのかしら？」

　パチリ、と。

　悪戯いたずらにウィンクを飛ばしながらも由良は言う。

「それに……私がちょっと本気になれば、魔術省のお役人さんくらい一発で黙だまらせることが出来るわよ」

「…………」

（まったく……貴方という人は……）

　由良の発言は静流にとって頼たのもしくもあり、同時に恐おそろしくもあった。




　この世界で最も偉えらい人間は誰だろう？




　世界各国の要人たちにこんな質問をぶつけたら、どんな答えが返ってくるだろうか。

　アメリカの大統領？　魔術省の最高責任者？

　否いな。

　彼らはきっと口を揃そろえてこう言うだろう。

　演武学園の学園長――篠崎由良であると。

　大だい災さい厄やくという人類にとっての最大の危機を迎むかえたその日。

　たった一人で《天災メガデス級》の禍鬼のユーラシア大陸上陸を食い止めたという彼女の伝説はあまりに有名な話である。

　もし彼女がいなければ今いま頃ごろ世界の人口が半分になっていただろう。

　著名な生物学者たちは一切の冗談を抜きにして提言する。

　過去に行われた世界魔術ワールド・決闘舞台オリンピアで四大会連続優勝という快挙を成なし遂とげ、莫ばく大だいな富と名めい誉よを築き上げた彼女が、どうして教育に携たずさわる職に就つこうと考えたのかを知る者は一人としていない。

《不老のクローズド魔女・ウイツチ》。

　小学生と見み紛まがう容姿と全てが謎なぞに包まれた言動から、人々は尊敬と畏い怖ふの念を込めて、彼女のことをそう呼んでいる。




（……鉄てつ心しん。もしかすると貴方は……空太くんの能力ちからを知った上で私に彼を預けてくれたのかしら……）




　かつての幼馴染の姿を脳のう裏りに浮うかべながらも由良は物思いに耽ふける。

　万が一、この仮説が正しければ――。

　神聖剣の謎を追って行けば、鉄心おさななじみの居場所を突つき止とめることが叶かなうのではないだろうか？

（だとすれば……何に代えても空太の安全は守らなければならない。特に彼、《雪城斗真》だけには絶対にこの秘密を知られる訳にはいかないわ）

　窓の外から覗のぞく何処どこまでも続く青色を眺めながら由良は、心の片かた隅すみでそんな想いを抱くのであった。







第三話　冬ふゆ華か攻こう略りやく作戦







「……なるほど。大体の事情は呑のみ込めました」

　翌週の休日。

　空そら太たはここ最近、とある人物を部屋に招き、冬華の様子が変わってしまったことについて、相談を持ち掛けていた。




『けれど……それは無理な話だわ。貴方は必ず私の前からいなくなる。所詮、私と空太では……住んでいる世界が違い過ぎるのよ』




　あの日、冬華が放ったこの言葉は何度も空太の頭を過よぎり離はなれようとしない。

　思えば昔からそうだった。

　冬華は放っておくと、どんどん自分の殻からに閉じこもってしまう女の子であった。

　このままでは冬華が再び何処か遠くに行ってしまうのではないだろうか？

　教室の中で何処か思いつめた表情の冬華を見る度たびに、空太の胸中には漠ばく然ぜんとそんな不安が渦うず巻まくようになっていた。




「愛あい海りが考えるに冬華さんはきっと、大切なものが出来た喜びと、それを失うのが怖こわいという二律背反した想いを抱かかえているのだと思います」




　対面に座すわりながら空太に対して意見を述べる少女の名は皐さつき羽ば愛海。

　空太とは血の繋つながった実の妹であり、演えん武ぶ学がく園えんの中等部に所属する空装騎き士しの候補生でもある。

　おそらく何かの動物のコスプレをしているのだろう。

　頭上には獣けもの耳みみ。

　首には重じゆう鎖さのネックレス。

　極きわめ付つけに黄おう褐かつ色しよくのエロエロな下着を身に着けた状態で、愛海は空太から相談を受けていた。

「……よく分からないな。もっと俺に分かるように説明してくれ！」

　妹のおかしな言動にツッコミを入れていたらキリがない。

　そう判断した空太は、妹の格好にはあえて触ふれずに端的に尋ねることにした。

「お兄さまの話を聞いた限りでは、冬華さんがご自身の家いえ柄がらのせいでこれまで多くの大切なものを失ってきたことは想像するに難かたくないでしょう。

　だからこそ冬華さんはお兄さまと接することに臆おく病びようになっているのだと思います。

『お兄さま』という大切な存在が出来た今だからこそ、それを失いたくない一心で、冬華さんはお兄さまと一線を引こうと考えているのではないでしょうか」

　愛海の推理を受けた空太は思わず首を捻ひねる。

「うーん。分かるような……分からないような。結局、俺はどうすれば冬華と元のように接することが出来ると思う？」

「そうですね。まずは冬華さんの家柄に対するコンプレックスを取り除けないか挑ちよう戦せんしてみてはどうでしょうか。例えば……冬華さんをお兄さまのクラスに馴な染じませるよう仕向けてみたりしては如何いかがでしょう」




「……!?」




　妹の口から出たアイデアに空太は感かん銘めいを受ける。

（たしかに……試ためしてみる価値はあるかもしれない）

　人の価値観というのは周囲の環かん境きようが変化すれば自おのずと変わるものである。

　愛海の言う通り。

　冬華を取り巻く環境に何かしらの『変化』を与あたえることが出来るのであれば――。

　それは――ここ数日で冬華の様子を変えてしまった原因不明の『何か』を取り除くキッカケになり得るのではないだろうか？

　解決の糸口を掴つかんだ空太はひとまず胸を撫なで下おろす。

「サンキューな愛海。お前のおかげで助かったぜ」

「いえいえ。お兄さまのためならたとえ火の中、水の中。愛海は二十四時間、何処にだって駆け付けますよ」

「そか。んじゃ、後はもうこっちで解決するからお前は部屋に戻もどっていてくれ」

　空太は思う。

　恥はじを忍しのんで妹に相談したのは正解だった。

　人間関係に関して不器用な面の多い空太とは対照的に、愛海は幼い頃より人の心の機き微びに敏びん感かんで世よ渡わたり上手な面があった。

　問題はどうやって冬華をクラスに馴染ませるかであるが――。




「ストップです！」




　空太が頭の中で策を巡めぐらせているそのときであった。

　怖いくらいに露ろ骨こつな作り笑え顔がおを浮かべた愛海が空太の腕うでの袖そでを引っ張った。

「あのう……。お兄さま、何か大切なことを忘れてはおりませんか？」

「ん？　いや、冬華の件は一歩前進したし、特にないとは思うけど……」

　素っ気なく返す空太。

　別段、悪気がある訳ではなかった。

　空太の頭の中は「どうすれば冬華と元の関係に戻れるか？」という疑問で満たされており、他のことを気に掛ける余よ裕ゆうがなかったのである。

「うぅぅ……。お兄さまは鬼き畜ちくですか!?　散々利用しておいて用が済んだらポイですか！　お兄さまにとって愛海は『都合の良い女』でしかないんですか!?

　二十四時間。何処にでも駆け付けると言っても愛海は、年中無休のコンビニではないのですよ!?」

「……あー」

　そこまで言われたところで空太はハタと気付く。

「ところで愛海。お前、その格好はどうしたんだ？」




「気付いていたなら最初から言って下さいよ!?　何が悲しくてこんな恥はずかしい下着姿で真しん剣けんな相談に乗らなくてはならないんですか！」




　涙目で訴うつたえる愛海。

　空太は「……一応、恥ずかしい格好という自覚はあったのか」と心の中でツッコミを入れながらも謝罪の言葉を口にする。

「ごめん。悪かったよ。急にその姿で部屋に入ってきたもんだから、正直どうリアクションして良いのか分からなくて」

　愛海はぷっくりと頬を膨ふくらませて。

「むー。仕方ないですね。コホンッ。何を隠かくそうこれは……愛海お手製のコスプレ衣装ですよ。テーマは『発情期の雌めすライオン』です」

「……そ、そうなのか」

　何な故ぜそのテーマを選んだのか？

　という点に関して空太はあえて触れないでおくことにした。

「それで……どうしてまた？」

「聞きましたよ！　お兄さまのクラスは『コスプレ喫きつ茶さ』などという楽しげな出し物を行うそうじゃないですか。愛海はそれが羨うらやましくて……居ても立ってもいられなくて、こうして自分のコスプレ衣装をお兄さまに披ひ露ろうしに来た次し第だいです」

「……そんなに羨ましいものなのかな。コスプレ喫茶って」

　空太は思う。

　普ふ通つうこの手のイベントは男性が喜ぶものであり、女性が羨ましがるのは何かが違ちがうのではないだろうか。

「羨ましいに決まっているじゃないですか！　愛海のクラスなんてジャガバターの屋台ですよ！　何が悲しくて花の女子中学生が学園祭で一日中、お芋いもさんの皮を剥むかなくてはいけないんですかぁ!?」

「いや、それを俺に言われても……。いいじゃないか。ジャガバター。学園祭らしくて俺は良いと思うぞ」

「うぅ……。同情なんていらないです！　同情するなら今すぐお兄さまの下の皮を剥かせて下さい！」

「突とつ然ぜん何を言い出すのお前!?」

「大丈夫です。実は愛海、男の子のはちょっとくらい皮が余っていた方が可か愛わいらしくて良いいなって、前々から思っていましたから」

「うん。何が大丈夫かは分からないけど、お前の頭の中が全く大丈夫じゃないってことだけは分かったよ」

「……ふふふ。お兄さまってば照れてしまって可愛らしいです。本当は愛海のコスプレ姿を見て、お兄さまもドキドキしているんじゃありませんか？」

「アホなことを言うな！　そんなこと天地がひっくり返ってもあり得るはずないだろ！」

「…………」

　と、口ではそう言ったものの。

　愛海の指し摘てき通り、空太は妹のコスプレ姿に少しだけ目を奪うばわれそうになっていた。

　今まで極力見ないようにしていたが、妹の体付きは中学生とは思えないほど色っぽい。

　いくら血の繋がった兄きよう妹だいと言っても、空太は思春期の高校生。

　魅み力りよく的てきな異性の裸ら体たいが傍にあれば、多少なりとも意識してしまうのは致いたし方かたのないことであった。




「知っていましたか。お兄さま」




　まるでパンケーキに苺いちごジャムとメープルシロップを重ね掛けしたかのような、甘々しい声こわ音ねで愛海は囁ささやく。

「ライオンの交こう尾びは雌から誘さそうものらしいですよ？」

「へぇ……。そうだったんだ」

　下着姿のまま四よつん這ばいになりながらも愛海は空太の元ににじり寄る。




「はい。そういう訳でこれから愛海は……お兄さまのことを食べてしまおうと思います」




　瞬しゆん間かん、愛海は空太の耳元に顔を近づけて。

「……カプリ♥」

　囁いた後、空太の耳を甘あま噛がみしようとする。

　けれども。

　空太はあえて、それを避よけるような真ま似ねはしなかった。

　思い返してみれば空太はここのところ忙いそがしく、妹に構う時間を取ることが出来ずにいた。
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　冬華のことに関して相談に乗って貰もらった恩を含ふくめて。

　久しぶりに甘あまえさせてやっても良いのではないかと考えていたからである。




「……で。貴方たちはさっきから一体何をやっているのかしら？」




　刹せつ那な。

　ベッドの横に設置されたカーテンが開かれて、ルームメイトのフェリシアが顔を出す。

　空太の顔色からはサーッと血の気が引いて行く。

　どうしてこんな当然のことに気付けなかったのだろう。

　空太とフェリシアの生活スペースはカーテン一枚で仕切られているため――。

　互たがいのプライバシーは割と筒つつ抜ぬけなのである。

「いや、これは別にやましいことをしている訳ではないんだぞ？　兄妹同士の軽いスキンシップというか何というか……」

　二人のあまりに残念なやり取りを目の当たりにしたフェリシアは、「はぁ……」と長い溜息を吐く。

「まぁ……貴方たちの会話は大体こっちに聞こえていたから話の流れは分かるわよ」

「……酷ひどいです。フェリシアさん。盗ぬすみ聞ぎきとはなんて卑ひ劣れつな真似を……せっかくの千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスが台無しじゃないですか」

「愛海。その台詞せりふをお前が言うか」

　すかさずツッコミを入れる空太。

　と、先さき程ほどまでの気の抜ぬけた雰ふん囲い気きから一転。

　いつになく真剣な面持ちでフェリシアは問う。




「それより……さっきの話は本気なの？」




「……話、聞いていたのか」

「ええ。ちなみにアタシ個人の意見としては賛成しかねるわ。たぶん……空太が思っているより雪ゆき城しろが抱えている闇やみはずっと深いものだと思う。中ちゆう途と半はん端ぱにやったところで逆効果。むしろ、雪城のプライドを傷つけることになりかねないわよ」

「……忠告感謝するよ。だけど、やれるだけのことはやってみたいと思っている。これ以上、俺は……何も出来ないまま大切な人を失うのは嫌いやなんだ」

「…………」

　そのとき空太の脳裏を過ったのは七年前、大災厄が起きたあの日。

　禍か鬼きを前に命の危機に晒さらされている冬華を前にして――。

　ただ見ていることしか出来なかった無力な自分の姿であった。

　空太の見せる熱意の籠もった眼差しに感化されたフェリシアは、自らの想おもいを口にする。




「そういうことならアタシも協力させてもらうわ」




「……驚いたな。まさかお前の口からそんな言葉が出てくるなんて……」

　空太が不思議に思うのも無理はない。

　これまでフェリシアと冬華は、それこそ火と水のように相あい容いれない犬けん猿えんの仲であったからである。

「……いいのか？　今回の件に関してお前は全く無関係じゃないか」

「別に無関係って訳でもないでしょ？　アイツのせいで教室の空気が悪くなるのはこっちとしても良い迷めい惑わくだったし。それに……」

　フェリシアは視線を逸らし、照てれ臭くさそうに指を絡からませながらも話を続ける。




「空太が雪城の思おもい詰つめている顔を見たくないって思うように……アタシだって空太の悩なやんでいる顔を見たくないって思うのよ。それって何かおかしなことかしら？」




「…………」

　一体いつ以来になるだろうか。

　家族以外の人間からこんなにも温かい言葉をかけられるなんて――。

　山籠もりの生活が長かった空太は、これまでの人生の大半を優しさとは無む縁えんの世界で暮らしていた。

　フェリシアの言葉は空太の胸中に優しく染み込んで行く。

　気付くと、空太の口からは感謝の言葉が零こぼれていた。

「いいや。全然おかしくなんかないさ。ありがとう。フェリシア。俺おれは今、お前と出会えて本当に良かったと思っているよ」

　瞬間、フェリシアの頬はカァァァッと紅あかくなる。

「ッッ。何臭くさいこと言っているのよ！　言っておくけど……勘かん違ちがいしないでよね！」

　フェリシアは眼をグルグルと回しながらもそう前置きして。




「アタシの方がずっと……ずっとずっとずっと！　空太と出会うことが出来て良かったって思っているんだから！」




　そんな、デレデレな台詞を口にする。

　二人のやり取りを見て愛海は確信した。

　これはもう、完全にフェリシアは空太に対して惚ほれてしまっていると。

「……ククク。機は熟しました。どうやら愛海の『お兄さま野や獣じゆう化作戦』も次のフェーズに移行するときが来たようです」

　全ては自分の思おも惑わく通りと言わんばかりの不敵な笑えみを零す愛海。

　このような経けい緯いを経へて。

　空太＆フェリシアの冬華をクラスに馴染ませる作戦を立てるのであった。




　　　　　×　×　×




　時刻は進んで翌日の深夜二時。

　ユベルが誇ほこる最強の戦闘集団――《呪われた子供たちナンバーズ》に所属するイリア・トゥイードルはオクタヴィアにあるホテルの一室で横になっていた。

　彼かの女じよの全身は未だに空太の剣撃を受けた際に負った傷が癒いえておらず、幾いく重えにも包帯を巻いた状態である。




「イリア。どういうことだ？　説明しろ」




　黛まゆずみ莉り玖く。

　それがイリアの傍に立ち檄げきを飛ばす女性の名前であった。

　彼女の外見を一言で表現するのであれば『武人』という言葉が相応ふさわしい。

　女性にしては珍めずらしい百七十センチを優に超こえる長身。

　精せい悍かんな顔立ちの中に添そえられた切れ長の眼には、眼帯越ごしからも相手を射い貫ぬくような鋭するどさがあった。

「明日は我々に巨きよ額がくの出資をしているスポンサーがオクタヴィアを訪おとずれる大切な日だと伝えていただろう。それなのになんだ？　その無様な姿は……」

《呪われた子供たちナンバーズ》を束ねる立場にある莉玖は、イリアの不ふ祥しよう事じについて糾きゆう弾だんする。




「仕方ねーだろ。わたしからしたら何もかもが予想外だったんだ。この都市に雪城冬華が訪れていることもそうだし。それに……例の男、皐羽空太の力を侮あなどり過ぎていた！　あの野や郎ろう……今度会ったらタダじゃおかねーぞ！」




　イリアは恨うらめそうに臍ほぞを噬かむ。

　そう。

　途と中ちゆうまでは何もかもが上う手まく運んでいたのだ。

　よもやテロリストたちが堂々と正面から入ってくるとは思わなかったのだろう。

　偽ぎ装そうした天空都市の《観光許可書》を利用してオクタヴィアに潜せん伏ぷくすることは容易であった。

　その後。

　演武学園に格納される予定になっていた専用機――《闇焔ジヤツク・ランタン》を奪うという最重要任務を終えるところまでは全てが首しゆ尾びよく運んでいたのである。

　けれども。

　興味本位で皐羽空太という男に接せつ触しよくしてからのイリアは散々であった。

　非常用の転移領域ドメインの魔術基盤コア・メソツドを用いて逃にげ延のびたまでは良かったものの――。

　その結果。

　大切な任務を控ひかえる前日という状じよう況きよう下かにもかかわらず。

　こうしてベッドの上で横になるより他なかったという訳である。




「……隊長。あまり不出来な妹のことを責めないでやって下さい」




　そう言ってイリアを庇かばうのは彼女と外見が瓜うり二ふたつの少女であった。

　アリア・トゥイードル。

　イリアとは双ふた子ごの姉妹の関係である彼女は、妹と同じ《呪われた子供たちナンバーズ》に所属している。

　その外見は傍はたから見れば妹と全く見分けがつかないものであるが――。

　年相応に子供じみた言動の多いイリアとは対照的に、落ち着いた物もの腰ごしが印象的な少女であった。

「しかし、隊長。明日は偉い人たちに新型の《災厄の種》をお披ひ露ろ目めする予定だったんですよね？　私とイリアの二人で行うはずだった祭典セレモニーはどうすれば良いでしょうか」

　その気になれば自分一人での任務を達成できるという自信が彼女にはあったが、アリアは妹と違って他人と争あらそうことを好むタイプではない。

　従ってアリアは、内心「明日は任務が中止になって一日中家の中でゴロゴロ出来ればいいのになぁ」などという不ふ謹きん慎しんなことを考えていた。




「……ふむ。その点については問題あるまい。お前たちの失態のフォローは逆さか夜よに任せることにした」




　莉玖の口から『逆夜』という名前が出た途端。

　アリア＆イリアの表情は同時に蒼そう白はくなものになる。

　姫ひめ吊づり逆夜。

　血の繋がりこそないものの、幼い頃ころより共に生活していた二人にとって逆夜は義理の姉とも言える存在であった。

《深葬の令嬢マーチヘア》。

　それは組織が逆夜に与えた彼女の二つ名である。

《呪われた子供たちナンバーズ》の中でも《第一席》という最高の地位に就いている彼女が、総員十万人にも及およぶユベルという組織において『最強』であることは、誰の目から見ても疑いようのない事実であった。

　しかし、一方で。

　誰もが振ふり返かえるような可か憐れんな容姿と、一度スイッチが入ると何人たりとも制せい御ぎよ不能な狂きよう気きの内面を兼かね備そなえた彼女は、仲間内からも畏怖の対象となっている。




「おいおい。正気かよ……!?」

「……隊長。その判断は賢けん明めいなものだとは思えません。あの人が来たら最後……この都市は血の海に沈しずむことになりますよ」




　最恐の姉の襲しゆう来らい予定にアリア＆イリアの双子姉妹は戦せん々せん恐きよう々きようとするのであった。







第四話　学園祭準備







　授業が終わり放課後。

　演えん武ぶ学がく園えん一年Ａクラスの生徒たちは、明日の学園祭に向けての最終準備に取とり掛かかっていた。

「よっしゃ！　今日も一日、張り切って行こうぜ！」

　学級委員の逢おう坂さか凛りん奈なは生徒たちの気持ちを鼓こ舞ぶさせる。

　当初は『コスプレ喫茶』という出し物に対して猛もう列れつに反対していた凛奈であったが、いざ作業に取り掛かると誰よりも張り切った様子を見せていた。

　凛奈がクラスで支持を得ている理由の一つは、こういった彼女の姉あね御ご肌はだな気質に由来する部分が大きかった。




「空そら太た。作戦はちゃんと頭の中に入っているわね？」

「……ああ」




　一方。

　空太＆フェリシアは、教室の片隅で昨日の話し合いで決まったことについての打ち合わせを行っていた。

「ここから先……もしかしたら雪ゆき城しろは思いもよらないトラブルに巻き込まれることになるかもしれない。けれども、ここで空太が助け舟ぶねを出してしまったら全すべてが水の泡あわよ。あの子のことを考えるなら空太は絶対に余計なことをしないこと！」

「分かっている。俺たちが冬ふゆ華かのためにしてやれることはあくまで『友達を作るきっかけ』を与えることだけだからな」

　空太たちが冬華をクラスに馴染ませるために作成した計画。

　それは――。

　翌日に控えた桜花祭の「共同作業」を行うことであった。

　一見すると単純な作戦に思えるかもしれないが、誰かと一いつ緒しよに仕事をこなすことで自然と仲が深まるというのは往々にしてあることである。

　桜花祭の出店に向けた作業はクラス一丸となって行うものである。

　けれども。

　これまで冬華はクラス行事の準備を手伝ったことがなかった。

　従って、本来であれば冬華の行こう為いは咎とがめられるはずのものであるのだが――《雪城》の名を恐れているクラスメイトたちは、誰だれもそのことに触れようとはしなかった。




「冬華。ちょっといいか」




　空太は授業が終わり当然のように帰宅しようとする冬華を呼び止める。

「……何かしら」

「お前も知っているだろう？　明日はウチの学校の文化祭の日だって。ちょっと人手が足りなくってさ。手伝って欲ほしいことがあるんだ」

「別にそれは構わないけど……私が何か協力をしたところでクラスの雰囲気を悪くするだけではないかしら？」




「そんなことないですよ」




　空太に代わって冬華の疑問に答えたのは、今回のクラス行事の発案者である霧きり崎さき沙さ紀きであった。

「私たちのクラスは今、猫ねこさんの手も借りたいくらい大おお忙いそがしなのです。冬華ちゃんが手伝ってくれたら作業も捗はかどって大助かりですよ！」

「……ごめんなさい。私、人の名前を覚えるのが苦手で。失礼ですが、貴方あなたの名前を教えて頂いてもよろしいかしら？」

「うふふ。私の名前は霧崎沙紀と申します。冬華ちゃんさえよければ今後は『サキサキ』って呼んで貰えると嬉うれしいです」

「遠えん慮りよさせて頂くわ。それで霧崎さん……」

「サキサキでいいですよ♥」

「……それで霧崎さん。私は一体何を手伝えば良いのかしら？」

「ふふふ。強ごう情じようなのですね。そういう所……シアちゃんに似ていて少し萌もえてしまいます」




「あの……私は一体何を……？」




　沙紀のマイペースな会話に冬華は困こん惑わく気味の表情を見せていた。

　教室の中では頑かたくなにポーカーフェイスを貫つらぬいている冬華にとって――それは、非常に珍しい事態であった。

「うーん。そうですね。実を言いますとウチのクラスには料理を作れる人が少なくって……当日は厨ちゆう房ぼうの作業を任せられると嬉しいのですが」

「分かったわ。ちなみに私は一体、何を作れば良いのかしら？」

「はい♪　それではこれから一緒に食堂に向かいましょう。詳くわしい話はそこでしますから。作り方が分からなければ私が色々と教えます」

「了りよう解かい」

「あ！　冬華ちゃんはこの学園に入学してから日も浅いですし、迷子になったら大変ですよね。もし良かったら……手、繋いで行きますか？」

「……遠慮させて頂くわ」




「「…………」」




　空太＆フェリシアは固かた唾ずを呑んで二人のやり取りを見守っていた。

「……良かった。作戦は今のところ上手く行っているみたいだな」

「そうみたいね。やっぱりサキに相談したのは正解だったわ。あの子ならたぶん……雪城とも上手く打ち解けられると思っていたから。これをきっかけにクラスの雰囲気に馴染んで行けたら良いのだけど……」

「……というか霧崎さんって周囲を自分のペースに引き込むのが上手いよな。実は俺、冬華が自分以外の人間とまともに会話しているのをこの学校で初めて見たかもしれない」

「あの子は……良くも悪くも他人の肩かた書がきとかに一いつ切さい動じない性格をしているからね。実を言うとこの学校に入ってから最初にアタシに話しかけてくれたのもあの子だったのよ」

「……へぇ。そうだったのか」

　空太は推測する。

　もしかすると《七星騎士》という特別な肩書を持つフェリシアがこうしてクラスに馴染むことが出来ているのも、案外あの子の功績が大きいのかもしれない。

　霧崎沙紀という女の子には、空太にそう思わせるだけの不思議な魅み力りよくがあった。

「……それじゃあ空太。この辺りでアタシは自分の作業に戻るけど、くれぐれも空太が助け舟を出したらダメよ」

「了解」

　このようなやり取りを経て――。

　空太は冬華たちの後を尾び行こうすべく、己おのれの気配を断たつのであった。




　　　　　×　×　×




　此こ処こは――演武学園の食堂。

　その一室に備えられた調理室である。

「実は私……冬華ちゃんみたいな可愛らしい女の子と一緒にお料理をするのが夢だったんですよ」

　エプロン姿の沙紀は右手にオタマを持ちながらも無む邪じや気きな笑みを零す。

「……そう」

　素っ気なく返す冬華であったが、その内心は動どう揺ようしていた。




（どうしよう。この人……私が一番苦手とするタイプだわ）




　こちらがどんなに線を引こうとしても、全くそれを意に介かいさず、他人の心に踏ふみ込んで来る自己中心的な性格。

　けれども。

　まるで空気が読めないという訳ではなく、こちらが不快にならないギリギリのラインを見定めて着実に歩み寄ってくる。

「知っていましたか？　シアちゃんってああ見えて結構ガサツで全くお料理とか出来ないんですよ」

「……どちらかと言うと見かけ通りと言ったイメージかしら」

　フェリシアに限った話ではなく、演武学園の女生徒たちは全ぜん般ぱん的てきに料理が苦手な傾けい向こうにあった。

　それというもの『体作りも訓練の一いつ環かん』ということで演武学園の食堂施し設せつが、生徒たちにとって至いたれり尽つくせりな仕様となっているからである。

　食堂に行けば、本職の調理師たちが作った栄養バランスの考えられた食事が原材料以下の価格で提供されている。

　演武学園に限った話ではなく空装騎き士しの育成機関は、国から下りた補助金によって学生たちは厚こう遇ぐうされているケースが多い。

　従って沙紀のように『料理が趣しゆ味み』という人間でもなければ、その技術を覚える機会は非常に限られるのであった。

「まったく……将来、旦だん那なさまが出来たときにどうする気なのでしょうね。お料理が出来ないと困ったことになってしまいますよ」




「旦……那……さま」




　沙紀の発言を受けた冬華はその言葉の意味を噛みしめるように繰くり返す。

　瞬間。

　冬華の脳のう裏りに映ったのは空太と結けつ婚こんし、幸せな家庭を築いている未来の自身の姿であった。




　　　　　×　×　×




　東京都の郊こう外がいにある閑かん静せいな住宅街の一角に皐さつき羽ば夫ふう婦ふの家はあった。

　空装騎士たちが禍か鬼きとの戦せん闘とうを繰り広げていたのは過去の話。

　すったもんだの末に禍鬼たちは絶ぜつ滅めつしたのであった。

　世界は今日も平和である。

　空太は演武学園を卒業後、魔ま術じゆつ省しようの職員として忙しい毎日を送っていた。

　少し背せ伸のびをして新築一戸建ての家を購こう入にゆうした冬華たちは、ローンの返済に追われながらも充じゆう実じつした日々を送っている。

　今日は待ちに待った三連休の初日。

　冬華は久しぶりの旦那と二人きりの時間を心待ちにしていた。

　その日の冬華は裸はだかエプロン姿であった。

　もちろん冬華は自主的に裸エプロンをするような淫みだらな女ではない。

　これは最愛の夫――空太の趣味である。

　優やさしくて頼たよりがいのある夫の唯ゆい一いつの欠点は、少しエッチなところであった。




　朝の六時。

　冬華はマナイタの上の長ネギを細かく切り刻んでいた。

　マナイタを包丁で叩たたく音によって目を覚ましたのだろう。

　二階から空太の足音が聞こえてきた。

「……おはよう、空太」

「おはよう、冬華。今日は何を作っているんだ？」

「……今日は貴方が好きな山菜の沢たく山さん入ったお味み噌そ汁しるを作る予定」

「そうか。嬉しいな。けど、その前に……」

　空太は掌てのひらで冬華の太モモに優しく触ふれた後。




「冬華。俺はお前の体が欲しい」




　そんな甘い台詞を口にする。

　その日の空太はいつになく強ごう引いんだった。

　このところ出張続きで二人きりになれる時間が少なかったからだろう。

　空太はその若い性欲を完全に持て余していたのである。

「……空太。こんな朝早くから恥ずかしいわ。まだ……お月様が見ているわよ」

「構うものか。お前が可愛すぎるのが悪いんだよ」

　一度こうなってしまうと空太のことを止めることは不可能であった。

　空太は鎖くさりの外れた獣けもののような眼まな差ざしで己の欲望の赴おもむくまま冬華の体を弄いじり――。
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　　　　　×　×　×




（って！　一体何を考えているのよ！　私ィ!?）

　以上、全てが冬華の妄もう想そうであった。

　沸ふつ騰とうしたかのように頭が熱い。

　我に返った冬華はブンブンと首を振って頭を冷やす。

「？　冬華ちゃん。どうかしましたか？」

「いいえ。何でもないわ。少し考え事をしていただけ」

　まったくもって……どうかしている。

　つい最近。

　心に刻んだばかりではないか。

　雪城の家にいる限り自由に誰かを好きになることなんて許されるはずがない――と。

「まずは喫きつ茶さ店てんの定番メニューと言えばオムライスですよね。冬華ちゃんは作ったことあります？」

「……いいえ。ないわ」

「なるほど。冬華ちゃんの家はそういう庶しよ民みん的てきな料理は食べなそうですものね。作り方は簡単です。まずはこうやって卵を割ってボウルの中に落として下さい」

「…………」

　沙紀は冬華に説明しながらも器用に片手で卵を割って見せる。




「……分かったわ」




　頷うなずきながらも冬華はパックの中から卵の一つを取り出した。

　と、次の瞬間。

　何を思ったのか冬華は力ちから一いつ杯ぱいテーブルの上に卵を叩き付ける。

　ビィジャリ、と。

　当然のように卵は中身を盛大にぶちまけて食堂の中に飛び散った。

「えーっと。もしかしてこれはギャグでやったのでしょうか？　意外です。冬華ちゃんってそういうお茶ちや目めな一面もあったのですね」

「……ごめんなさい。少し、力の加減を間ま違ちがえたかしら？」

　謝罪の言葉を口にすると冬華は再びパックの中から卵を取り出す。

　けれども、何度挑ちよう戦せんしても結果は――。




　破は裂れつ。破裂。破裂。




　の一点のみである。

　二人の美少女の体には粘ねん着ちやく質しつの透とう明めいの液体が付着して、何とも言えない卑ひ猥わいな絵面が出来上がっていた。

「あのう……冬華ちゃん。一つ質問しても良いでしょうか」

「？　何かしら？」

「冬華ちゃんって……料理の経験ってありますか？」

「いいえ。私はこれまでの人生の大半を魔術の鍛たん錬れんに充あててきたし、家のことは基本的に使用人に任せきりだったから」

「…………」

「知らなかったわ。料理って意外に難しいのね」

　沙紀は表情を蒼白にして冬華に聞こえないように小声で呟つぶやく。




「……もしかしたら私は、とんでもない怪かい物ぶつを眠ねむりから覚ましてしまったのかもしれません」




　この日、初めて沙紀の表情から笑え顔がおが消えた瞬しゆん間かんであった。




　　　　　×　×　×




　それから一時間後。

　空太＆冬華は文化祭に使う材料の買い出しのため、天空都市の第三区画を歩いていた。

（まったく……どうしてこんなことになってしまったのだろうか）

　当初の予定では今いま頃ごろ、冬華はクラスの女生徒たちと仲睦むつまじく学園祭の準備に取り掛かっているはずであった。

　作戦の協力者である沙紀の機転を利きかせた対応により、冬華の機き嫌げんを損そこねないように次々に仕事を振ってくれた。

　けれども。

　冬華はどんな仕事を任せても神がかり的な不器用さを披ひ露ろうすることになり――。

　料理・衣装・展示物……。

　と、様々なものを破は壊かいしていく。




「大変です。皐羽くん!?　冬華ちゃんのポンコツっぷりは洒しや落れになっていません！　破壊神！　破壊神の降臨です！　このままでは私たちのクラスの出し物は、机と椅い子すを並べただけの休きゆう憩けいスペースになってしまいます!?」




　先に音を上げたのは沙紀の方だった。

「……出来れば、それとなく彼女を追い出してください」

　沙紀から頼たのまれた空太は、仕方なく冬華と二人で買い出しに行くことになったのであった。




　　　　　×　×　×




「……今日のこと、どういうつもり？」

　第三区画に入ってから五分ほど歩いた頃だろうか。

　冬華は平然とした素そ振ぶりでポツリとそんなことを呟いた。

「気付いていたのか？」

「当たり前でしょ」

　冬華との付き合いが長い空太は知っていた。

　こういう時、彼女の前で隠かくし事ごとをしても無む駄だである。

　無理に隠し通そうとしても冬華の機嫌を損ねるだけで、余計に事態をこじらせる結果となってしまうだろう。




「ここ最近のお前……元気なかっただろ？　だから……学校行事にでも参加したら気晴らしにでもなるんじゃないかと思ってさ」




　故ゆえに空太は、言葉を選びながらも本音を告げることにした。

「……お節せつ介かい」

「知っている」

　ここ最近は明日行われる予定となっている桜花祭の準備により、放課後の訓練は久しく行われていなかった。

　そのため。

　こうして冬華と二人きりで話をするのは久しぶりのことであった。

　暫しばらく二人で歩いていると、冬華は唐とう突とつに彼女にとっての核かく心しんとなる言葉を切り出した。




「実は私……海外の学園に転校することになったの」




　冬華の眼差しには、空太の顔色を窺うかがうような不安の色が垣かい間ま見みえた。

　その表情は普ふ段だんの冬華の態度から考えられない――。

　彼女が心を許した人間にのみに見せる、弱々しい印象を抱いだかせるものであった。

「……そうだったのか」

　驚おどろきこそしたが、それよりも『納なつ得とく』の感情が先にきた。

　空太の胸の中にあったモヤモヤは、冬華の言葉により完全に消失していた。

「ちなみにそれはいつ頃ごろになりそうなんだ？」

「……そうね。早ければ桜花祭が終わった頃には手続きを進めようと思っているわ」

「そんなに急に……。だからここ最近、様子がおかしかったのか」

「…………」

　空太の疑問に対して、冬華は無言で首しゆ肯こうする。

　それが本人の希望であるならば、空太は冬華の転校に対して応おう援えんする気でいた。

　けれども。

　空太には彼女がどうしても『自主的に転校したい』と考えているとは思えなかった。

　何な故ぜならば、彼女の思おもい詰つめた表情は何処どこか自分に「助けを求めている」ように見えたからである。

「もしかしたらそれは……《雪城》の家庭事情に従っているだけで、お前の意思とは無関係のことなのか？」

「……だったら。だったら何だっていうの？」

　冬華の声こわ音ねには怒いかりの色が見え隠れしていた。

「お前がこの学園に残りたいって思っているのに……誰かに強制されて転校しなきゃならないんなら……そんなの間違っていると俺おれは思うぞ」

「…………」

　空太の放った発言は冬華の逆げき鱗りんに触れることになる。




「何も知らない癖くせに知ったような口を利かないで！　空太は何も分かっていない！　雪城の家で育てられるということがどういう意味なのか……。斗真あのひとの命令に背そむくことが何を意味するのか……。何も……分かっていないんだわ……」




　言い残した冬華はそのまま空太の元を離はなれようとする。

「おい！　待ってくれよ！」

　空太は咄とつ嗟さに腕うでを掴つかんで冬華のことを引き止める。

　振り返ったときに見えた冬華の目元は僅わずかに涙なみだで濡ぬれていた。




「……お願い。空太。これ以上、私に優しくしないで。でないと貴方との別れが辛つらくなるだけだもの……」




　明確に拒きよ絶ぜつの色を示された空太は、それ以上は何も言い返すことが出来なかった。

　このとき空太は遅おそ蒔まきながらも昨日の妹の言葉を理解する。




『愛あい海りが考えるに冬華さんはきっと、大切なものが出来た喜びと、それを失うのが怖こわいという二律背反した想おもいを抱かかえているのだと思います』




　おそらく愛海の推理は概おおむね当たっていたのだろう。

（……もしかしたら冬華は、俺が思っている以上に俺のことを大切に思っていてくれていたのかもしれないな）

　けれども、今いま更さらそれを知ったところで彼かの女じよに何が出来るのか？

　空太にはまるで見当が付かない。

　そのため。

　自分の元から離れて行く幼おさな馴な染じみの背中を空太は、呆ぼう然ぜんと見送ることしか出来ずにいるのであった。




　　　　　×　×　×




　買い出しを済ませて学園に戻もどった空太は、暫く桜花祭の準備を手伝うことにした。

　流石さすがに学園祭を翌日に控えているということもあり――。

　作業が終わった頃には日が落ちて、周囲は仄ほの暗ぐらい闇やみに包まれていた。

（あーあ。すっかり遅おそくなっちまったな。急いで帰らないと）

　それから。

　空太が夕食の食材を購入した後、学園寮りように戻ろうとした時のことであった。




「あの……放して下さい！」




　何処からか女の子の声が聞こえた。

　声のした方に目をやると、『純じゆ情じよう可か憐れん』という四字熟語をそのまま体現したかのような十代中なか頃ごろの少女がそこにいた。

　白のワンピースに身を包つつんだ彼女から漂ただようお嬢じよう様さま然とした雰ふん囲い気きは、男ならば誰もが庇ひ護ご欲よくを掻かき立たてられるような儚はかなげなものであった。

「へへっ。いいじゃないか、嬢じようちゃん」

「夜はまだ長いし、オレたちと付き合ってくれよ」

　少女はいかにも柄がらの悪そうな四人組の男たちに囲まれていた。




「……いやっ。誰か……助けて！」




　傍はた目めに見ても少女が嫌いやがっていることは明白であった。

　自分の前で助けを求める少女に対して無視をするという選せん択たく肢しを空太は、最初から持ち合わせていなかった。

　……さて、どうしたものか。

　普ふ通つうに考えれば此処は少女の前に庇かばうように立ち「その子から離れろ！」みたいな台詞せりふを言うのが王道的な展開というものだろう。

　けれども。

　このとき空太はそういう気分にはなれなかった。

　幼馴染の女の子一人助けられない自分が、今更ヒーロー気取りの登場をするのはなんだか滑こつ稽けいなように思えた。

　だから空太は、一いつ旦たんゴロツキたちの前を素す通どおりすると見せかけて――。

　勢いをつけて男の体に自らの肩かたを当てることにした。




「あ。すいません」




「……ッ。痛いてぇじゃねーか。テメェ……」

　男たちの怒りを故意に煽あおるような棒読み口調で空太は謝罪する。

「本当にすいません。わざとじゃないんです。この通りです。許してください」

　元々、怒りの沸ふつ点てんが低い連中だったのだろう。

　空太が誠意のない謝辞の言葉を述べ続けると、男たちの怒りのボルテージが面おも白しろいように上がって行く。




「ハァ!?　お前それオレたちに喧けん嘩か売っているのか!?」

「舐なめてんじゃねーぞ！　ぶち殺されたいか！」




　作戦成功。

　男たちの注意を自らに惹ひきつけた空太は、絡からまれていた少女に対して「逃にげてくれ」と目で合図を送る。

　少女は空太の視線に気付きコクリと首を縦に振る。

　その後。

　空太が注意を惹きつけている間、男たちに気付かれないようひっそりと街の裏路地にその身を隠した。

「……いや、別に舐めている訳ではありませんよ。出来ることなら貴方たちを傷つけたくもないですし、ぶち殺されたくもありません」

　空太は腰こし回まわりに差した大おお太た刀ちの鯉こい口ぐちを切る。




「だから……!!　そういう態度が舐めているって言っているんだろが！」




　刹せつ那な。

　激げき昂こうした男は、警棒型の魔道具レガリアを空太に向けて振ふり下おろす。

　風領域ドメインの魔術基盤コア・メソツドを内蔵した警棒は、凄すさまじい風切り音を発しながら――。

　通常では考えられないような速度で空太の肩上を目め掛がけて強きよう襲しゆうする。




「……はい？」




　男が気付いた時には、手にした警棒は天に向かって吸い込まれて行った。

　目の前で一体何が起きたのか……？

　その場にいた誰しもが理解することが出来ず、間の抜ぬけた声を上げていた。

　空太の会え得とくしている皐羽流に限った話ではない。

　古いにしえの時代より、極限まで研とぎ澄すまされた剣けん技ぎは、時に常識では計り知れないような動作を可能とするのであった。

　それから、数秒の沈ちん黙もくの後。

「この野や郎ろう……！　もうどうなっても知らねえぞ！」

　冷静を取り戻した四人組のゴロツキの中でも一ひと際きわ背の高いリーダー格の男は空太に対して小しよう銃じゆう型の魔道具を向ける。

　それに倣ならって残りの男たちも同型の魔道具を取り出して空太の周囲を取り囲む。




「撃うて！」




　リーダー格の男が合図すると魔ま力りよくの弾だん丸がんが一いつ斉せいに発はつ砲ぽうされる。

　が、しかし。

　男たちの放った魔力弾は空太の放った一ひと太た刀ちによって、空中で破壊されることになる。

　皐羽流剣技・終新二の太刀――《破は鬼きの皇こう剣けん》。

　相手が構築した魔術の最重要クリテイカル基点・ポイントを神速の一刀によって破壊し、魔術のロジックを根本から消しよう滅めつさせるというこの剣技は空太だけが体得しているものである。




「な……に……!?」

「魔術が掻き消された!?」




　四人の男たちは『剣けん術じゆつにより魔術を破壊する』という世にも稀まれなる技わざを目まの当あたりにして愕がく然ぜんとしていた。

　何故ならば――魔術とは元来、この世の理ことわりから外れた力。

　そのため。

　常識的に考えれば、どんなに修しゆ行ぎようを重ねたところで剣術という概がい念ねんがこの世の理に縛しばられているものである以上、魔術に対たい抗こう出来る道理はないのである。




「何を怖おじ気け付づいている！　相手はたった一人だぞ！」




　男が激を飛ばすと部下である三人の男たちは再び小銃型の魔道具を構える。

　だがしかし。

　結論から言うと――。

　男たちが攻こう撃げきを仕し掛かける機会が巡めぐってくることは二度となかった。

　皐羽流剣技・伍ごの太刀――《殺陣たて》。

　相手の体を傷つけずにその意識のみを奪うばうことに特化したこの剣技は、暗殺を生業なりわいとする皐羽流の中でも極きわめて異い端たんな存在と言える。

　皐羽流が主として活用されていた戦乱の時代には、状じよう況きように応じて、相手を捕ほ虜りよとして生いけ捕どりにし情報を得ることが優先されるケースが存在した。

　通常の剣術で人体の急所とされる箇か所しよは頭部、心臓、喉のど、手首などが代表として挙げられるが、皐羽流剣術は酸素や血液と同様に人間の体にとって欠かせないエネルギーである氣き（魔力）を体内に巡らせる器官である《氣動脈》を肉眼で捉とらえる訓練を行っている。

　この器官に峰みね打うちを与あたえることにより一いつ瞬しゆんで相手を無力化する技術が――伍の太刀《殺陣》と呼ばれているものである。

　男たちは手にした小銃の引き金を絞しぼる直前。

　空太の神速の一刀によって完全に意識を飛ばされていたのであった。

「……ふぅ」

　戦闘に一段落が付いたことを悟さとった空太は、手にした大太刀を鞘さやに納める。

（……単なるゴロツキにしては過か剰じような武装をしていたような気がするけど、この都市の住人は皆みなこんな感じなのだろうか）

　空太がそんな疑問を抱いていたときであった。




「あの……あの……」




　先さき程ほどまで男たちに絡まれていた少女が建物の陰かげからひょっこりと顔を出す。

「ああ。キミか。もう大だい丈じよう夫ぶだよ。この人たちも……今はちょっと眠っているだけだけど、直すぐに目を覚ますと思うから」

　少女の視線に気付いた空太は冷静にそう返事をする。

　空太は思う。

　先程まで男たちに乱暴なことをされかけていたにもかかわらず、こうやって元の場所に戻って来ることが出来る辺り――。

　意外とこの子は、肝きもの据すわった性格なのかもしれない。

「助けて頂き感謝です。よければその……お名前を聞かせて下さい」

「ああ。えーっと。俺の名前は皐羽空太だ」




「空太さま……ですか！　先程は誠まことに有あり難がとうございました。わたしの名前は逆さか夜よ。姫ひめ吊づり逆夜と申しますの。本当にもう……この度たびはなんとお礼を申し上げて良いのやら」




　逆夜と名乗る少女は頬ほおを紅潮させながらも感謝の言葉を口にする。

「それより体の方は大丈夫？　随ずい分ぶんと酷ひどい怪け我がをしているように見えるけど」

「ええ。大丈夫ですの。空太さまのおかげで助かりました」




「……そうじゃなくってその……こういうこと言うと変に聞こえるかもしれないけどキミの体からまだ新しい血の臭いがしたんだけど、俺の勘かん違ちがいだったかな」




　尋たずねると逆夜は一瞬、視線を伏ふせた後。

　少しばかり大おお袈げ裟さに驚いたリアクションを見せる。

「凄すごいです！　空太さま！　どうして逆夜が怪我をしていることを御ご存ぞん知じなのですか？」

「あ～。実は俺ってこの都市に来るまで長いこと山やま籠ごもりの修行をしていたからさ。人より少し五感が利くんだ」

　照てれ臭くさそうに自らの境きよう遇ぐうを打ち明ける空太。

　逆夜は上品に服の袖そでで口元を覆おおいながらもクスクスと笑う。

「空太さまって面白い人なのですね」

「……いやー。別に、それほどでも」

「けれども、空太さまが心配する必要はございませんの。この傷は先程少々……膝ひざを擦すりむいただけですから」

「そっか。それなら良かった」

　空太が返事をすると、逆夜はいじらしく指をモジモジと絡ませながらも。




「空太さま。空太さまさえよければ、逆夜はもっと貴方あなたとお話がしたいです。どうでしょうか。先程のお礼も兼かねて夕食を御ご馳ち走そうさせて頂けると嬉うれしいのですが……」




　空太の耳元で男を誘ゆう惑わくするかのような艶つやっぽい声音で囁ささやいた。

「…………!?」

　何故だろう。

　空太自身、自ら置かれた状況を上う手まく言葉で説明することは出来ない。

　それは――これまで空太が剣術の修行により培つちかってきた――。

　五感を超こえた先に体得できる《第六感》と表現するより他はなかった。

　けれども。

　このまま彼女に付いて行けば『底の見えない穴の中』に引きずり込まれるような――《死の予兆》にも近い感覚が空太の脳裏に過よぎったのであった。

「……いや、今日はもう遅いし遠えん慮りよしておくよ」

　空太が断りを入れると逆夜の表情はシュンとなる。




「そうですか。それはとても残念ですの。でしたら今度……また機会が御ご座ざいましたらその時は是ぜ非ひ！」




「分かった。俺も楽しみにしているよ。それじゃ、俺はこの辺で」

「はい。空太さま。本日は本当に有難うございました」

　言い残した後、二人は別れることになる。

　それから暫くしても――。

　空太は彼女のあどけない笑えみの奥おく底そこに隠された『何か』に対し、言いようのない恐きよう怖ふを覚えていた。

（一体何者なんだろう……あの子は……）

　月夜が照らす街並みの中で空太は、そんな疑問を抱くのであった。




　　　　　×　×　×




　それから約一時間後。

　逆夜は天空都市の第三区画の外れに位置する廃はい工こう場じようの中にいた。




（ようやく見つけましたわ。逆夜だけの《白しろ騎き士し》様……）




　逆夜は先程の空太とのやり取りを思い返していた。

　空太が戦いの時に見せた眼めは、敬愛する義父と同じ色をしていた。

　感情の起き伏ふくが激しい逆夜はたったそれだけの理由で、空太に対して一ひと目め惚ぼれにも近い感情を抱いていた。

（いけません。あの人のことを考えるとつい体が火ほ照てってしまって……濡れてしまいますの）

　逆夜はまるで三月の兎うさぎのように性的な欲求を昂たかぶらせ、その頬を紅潮させていた。




「へへっ。約束だぜ、嬢ちゃん。あんたの小こ芝しば居いに付き合ったら俺たちと『いいこと』してくれるってことだったよな」




　逆夜は先程空太を襲おそったゴロツキを含ふくめた複数の男たちに囲まれていた。

　実のところ。

　先程の一連のやり取りは、自らの義ぎ妹まいを一いつ蹴しゆうした皐羽空太という男の人間性を知るために逆夜自らが仕組んだものであったのだ。




「ええ。約束でしたよね。オジサンたち、逆夜と『いいこと』しましょう♥」




　そう言って逆夜は自ら手でワンピースの裾すそを捲まくり上あげ始める。

　直後。

　男たちの視線は逆夜のワンピースの中に釘くぎ付づけになった。

　けれども。

　その理由は、逆夜の身に着けた黒色の下着が艶あでやかなものであったからという訳ではない。

　彼女の衣服の中から出てきたものが、十代の少女が持つにはあまりにも歪いびつな――。

　血の付着した大量のナイフであったからである。

「……はい？」

　男たちはあまりに唐突な展開を目の当たりにして完全に言葉を失っていた。




「ふふふ。ようこそ。逆夜のワンダーランドへ♥」




　逆夜がそんな意味深な言葉を口にした瞬間。

　先さき程ほどまでは奇き妙みようなまでの静けさに包まれていた工場の中は一転。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくと化すことになる。

「ごぶっ……」

　最初に白目を剥むいて倒たおれたのは、逆夜の一番すぐ傍そばにいた警棒型の魔道具を所持していた男であった。

　頸けい動どう脈みやくを切断されたその男は、大量の血ち飛沫しぶきを上げながらもビクビクと体を痙けい攣れんさせていた。




「さぁ……。次は一体どなたが、逆夜と遊んでくれるのでしょうか？　バタつきパンチョウさん？　それとも……燃えぶどうトンボさんですの？」




　先程まで地面に転がっていたはずのナイフの一つを手に取りながらも逆夜は、無む邪じや気きな笑みを零こぼす。

　逆夜が手にしたナイフには、先程倒たおれた男のものと思われるまだ新しい血が付着していた。

　目の前で一体何が起きているのか――。

　頭の中で理解が追いつかずに男たちは、茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態であった。

　そもそも一体何故？

　どのタイミングで男は致ちめ命い傷しようとなる攻撃を受けたのか？

　動きが速いとかそういう次元の話ではない。

　男たちはまるで自分たちの周囲だけ、『時間が止まっている』かのような感覚を受けていた。







　それから行われたのは戦せん闘とうと呼ぶにはあまりにも一方的な――。

　虐ぎやく殺さつとして形容できないものであった。

　男たちの悲鳴が間かん髪はつ容いれずに次々と工場の中に響ひびき渡わたる。




「あびぁっ！　んん。んぎもじぃいいいっ……!!」




　恐怖。焦しよう燥そう。後こう悔かい。苦く悶もん。無念。絶望。

　人間が持ち得ることの出来る多用な負の感情がブレンドされた男たちの断だん末まつ魔まは、逆夜の子宮に響き、強い快楽を与える。

　空太あのひとのことを考えて火照った体を沈しずめるには丁度良いい。

　最後の男の体をナイフで刻む頃ころには、逆夜の中のオーガニズムはピークを迎むかえていた。

　ちょうどその時。

　工場の屋根から差し込んだ月の光が逆夜の表情を照らし出す。

　そこに映ったのは――空太の知っていた儚げな雰囲気の少女ではない。

　白のワンピースに返り血を滲にじませながらも恍こう惚こつとした表情を浮うかべる逆夜の姿は――。

　まるで地上に産み落とされた悪あく魔ま。

　この世に存在するありとあらゆる邪じや悪あくを孕はらんでいるかのようであった。

「ああ……！　汚けがらわしい豚ぶたたちと接するのは、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい苦痛でしたが、その甲か斐いあって良い苗なえ床どこが手に入りました」

　そう言って逆夜は、男たちの死体に禍鬼を生み出す《災さい厄やくの種》を埋うめ込み。




「……ふふ。これは罰ばつ。逆夜からオクタヴィアの方々に与える、可か愛わいい妹たちを苛いじめた罰ですの。この種が発芽し、都市が血の色に染まるそのときが楽しみです」




　口元が大きく裂さけたかのような、猟りよう奇き的てきな笑みを浮かべるのであった。







第五話　桜花祭当日







　その日、空そら太たは思った。

　これまで自分が天空都市で経験してきたハーレムなどは、今日このイベントに比べれば生なま温ぬるいものであると。

　天空都市オクタヴィアの総人口はおよそ五千人前後と言われているが、今この瞬間は桜花祭を目当てに地上から観光に訪おとずれる人々によって、その人口密度が三倍ほどに膨ふくれ上がっていた。

　つまりは今現在。

　この天空都市の第二区画には、一万人を超える女性観光客と演えん武ぶ学がく園えんの関係者たちが一堂に会していることになる。

　流石さすがの空太も男女比率一対一万を超える超ちよう高こう濃のう度どのハーレムにはタジタジであった。




「こら！　空太！　お前もボサッと突つっ立っていないで何か手伝えよな！」




　声がした方に向かって振り返る。

　そこにあったのは桜花祭仕様の特製バニースーツに身を包んだ凛りん奈なの姿であった。

「しかし、今年の桜花祭はやけに人が少ないなー。まあ、直近に物ぶつ騒そうな事件があったから仕方ないところもあるんだろうけどよ」

　例年であれば桜花祭は、一日にして三万人を超える観光客が訪れる一大行事である。

　けれども。

　今年はその動員数を三分の一程度にまで減らしていた。

　何故か？

　その理由は一ひと重えに先日のユベル襲しゆう撃げき事件以来、オクタヴィアの職員たちが都市の警備レベルを引き上げていたことにあった。

　テロリスト対策の一いつ環かんとして、オクタヴィアの『観光許可書』の新規発行を厳しく制限した結果――。

　今年の桜花祭は例年より小規模なものにならざるを得なかったという訳である。




「どうしたんだよ？　ボーッとして」

「……いや。えーっと」




　空太は普段の凛奈とのギャップに驚き、視線を釘付けにされていた。

　中性的な容姿とサバサバした性格に隠れているが、改めて見ると凛奈の体付きは女性らしさに満みち溢あふれたものであった。

　趣しゆ味みが『スポーツ全ぜん般ぱん』ということもあり、凛奈の体は全体的には女性アスリートのように引ひき締しまっていながらも、出るところはしっかり出ているという……まさに男性の理想を体現したかのようなものであった。

　空太が戸と惑まどっていると凛奈は悪戯いたずらっぽい笑みを零す。




「ハハン。さては空太……オレ様のセクシーボディに見み惚とれていたんだろ？」




「…………」

　図星を突かれた空太は、視線を泳がせる。

「おいおい。空太。何かリアクションしてくれないと困るだろ。これじゃあまるでオレ様の渾こん身しんのジョークが滑すべっているみたいじゃねーか！」

　そう言ってカラカラと笑いながらも凛奈は、空太の背中をバシバシと叩たたく。

「ああ。それ、ジョークだったんだ……」

「……え？　もしかして本気だったのか？」

「うん。正直、かなり色っぽくて戸惑っていた。凛奈にそういう一面があったのが意外っていうか」

　思っていることを素す直なおに述べる空太。

　と、先程までの竹を割ったような雰囲気から一転。

　凛奈は自らの胸むな元もとを隠かくして女の子らしい恥はじらいを見せる。




「な、なんだよ！　藪やぶから棒ぼうに！　お前ってそういうキャラだったのかよ！　オレの体なんか見ても何も面白くねえだろ!?」




　そんな凛奈の様子を目の当たりにして空太は思う。

（……そうか。この子もフェリシアと同じで男に褒ほめられることに対する耐たい性せいがないんだろうなぁ）

　演武学園に在ざい籍せきする生徒の大部分は、中学時代からオクタヴィアの学がく生せい寮りようで生活しており、地上に戻る機会も限られている。

　そのため。

　男性と接する機会が極きよく端たんに乏とぼしいのである。




「空太くん！　空太くん！」




　と、空太がそんなことを考えている折。

　凛奈とお揃そろいのバニースーツに身を包んだ沙さ紀きが空太たちの前に現れる。

「はぁはぁ……。やはり私の目に狂くるいはありませんでした。シアちゃんと冬ふゆ華かちゃんのコスプレ姿……凄いですよ。

　お二人ともこう……ボカン・キュイーンッ・ボカン！　な感じです。

　ああ。叶かなうことなら今すぐにでも小人さんに生まれ変わって、お二人のお尻しりの割れ目に挟はさまれながら圧あつ迫ぱく死ししたいです～」

　息いき遣づかいを荒あらくしながらも興奮気味に熱弁する沙紀。

　仮に彼女の性別が男だったら空太は今すぐにでも警察を呼んでいただろう。




「……あっ。さ、沙紀……」




　と、沙紀が現れた途と端たん。

　凛奈の様子が明らかに急変したことに空太は気付く。

　その表情はまるで――。

　唐とう突とつな片かた想おもいの相手の登場に戸惑う、少女漫まん画がの主人公のようであった。

「勘違いするなよ！　この衣装は別に……仕事をする上でオレだけ制服っていうのも変だから……仕方なく着てやっているだけなんだからなっ！」

　頬を赤く染めながらも凛奈は無愛想にそんな台詞を口にする。

　周囲から鈍どん感かんと揶や揄ゆされる空太ですら容易に気付くことが出来た。

　凛奈の言葉の隅すみ々ずみには、沙紀に対して隠しきれない好意の色が滲み出ていた。

「ふーん。そうなのですか」

　沙紀は極めて無関心な口調でそう述べて。




「そんなことより！　空太くん！　こんな粗そ末まつなものを見ている暇ひまがあったらこっちに来て下さいよ！　凄いものが見られますよ！」




　空太の制服の袖を強く引っ張る。

「そ、粗末なもの!?」

　ガビーン！

　凛奈の心境を端たん的てきに表すならそんな擬ぎ音おんが的を射ていた。




「うわっ。うわぁぁっぁあ……。沙紀のバカァ……」




　辛しん辣らつなコメントを浴びせられて、凛奈の表情は失しつ恋れん直後の乙女おとめのようになる。

（たぶん……二人の間には俺おれの知らない複雑な『何か』があるんだろうなぁ）

　空太は二人のやり取りに対してそんな感想を抱いだきつつ――。

　沙紀の手に引かれるまま更こう衣い室しつに向かうのであった。




　　　　　×　×　×




「お二人とも！　空太くんを連れてきましたよ！」

「「……!?」」

　更衣室の中に入ると『この世界に舞まい降おりた女め神がみさま』としか形容しようのない二人の美少女がそこにいた。

　二人のあまりの非日常的な美しさを目の当たりにして空太は息を呑のむ。

　世間一いつ般ぱん的てきな観点から言うのであれば、沙紀や凛奈も相当ハイレベルな美少女と言えよう。

　けれども。

　フェリシアと冬華はそこから更さらに頭一つ飛び抜けた別次元のものであった。

　まず、フェリシア。

　胸元が大きく開いた衣装は、彼女の魅力を最大限に引き出すものであった。

　沙紀特製のバニースーツは、肉付きの良いフェリシアの体には些かサイズが小さすぎるものである。

　しかし、こうして見るとそれこそが沙紀の狙いだったのかもしれない。

　タイトなバニースーツは、至るところに食い込みを発生させて、フェリシアの肉感的な身体をより官能的に魅せていた。

「ちょっと空太……あんまりこっちの方をジロジロ見ないでよね」

「わ、悪い」

　フェリシアに指し摘てきされた空太は視線を冬華の方に移す。

　次に、冬華。

　フェリシアの最大の武器が胸であるとするならば、冬華の武器は尻にある。

　冬華の体は全体的にモデルのようにスリムなのだが、どういう訳か尻だけはやたらと大きかった。

　そのアンバランスさが、どうしようもなく男の欲望を刺激する。

　沙紀特製のバニースーツはそんな冬華の性的魅力を最大限に引き出すため――。

　彼女の尻の形がハッキリと分かるようなデザインになっていた。

「空太。……恥ずかしいわ。あまりこちらを向かないで」

「お、おう……」

　冬華に促うながされて空太は渋しぶ々しぶと相あい槌づちを打つ。

　と、どういう訳かフェリシアは不ふ機き嫌げんそうに頬を膨らませて。

「ちょっと空太！　どうしてアタシというものがありながらも雪ゆき城しろのコスプレ姿ばかり見ているのよ！　女の子が勇気を出して恥ずかしい格好をしているんだから……もうちょっとこう……興味を持ってくれてもいいんじゃないの!?」

「えーっと……どっち!?」

「……空太。納なつ得とくいかないわ。どうして私というものがありながらフェリシアさんのコスプレ姿ばかり見ているの？　それとも空太はフェリシアさんの……出しゆつ荷か前の家か畜ちくのような肉々しいボディにしか劣れつ情じようを催もよおすことの出来ない特とく殊しゆな性せい癖へきの持ち主なのかしら？」

「し、失礼な！　言っておくけど……アタシの体重は――」

「……体重は？」

「さ、流石さすがにそれは教えられないけど、アンタが思っているよりは重くないわ！　確実に！　言っておくけどアタシは……今回のイベントに備えて一キロも体重を落とすことに成功したんだからねっ！」

「…………」

　一体どちらの方に視線を向ければ、彼かの女じよたちは納得してくれるのだろうか。

　万ばん策さく尽つきた空太は、仕方なく顔を上げて天てん井じようのシミを数えることにした。




「デュフ。デュフフフフ。コポォ……」




　フェリシア＆冬華が激しく口論を交かわしている一方。

　気色の悪い笑しよう声せいを上げながらも沙紀は、マイペースに自前のビデオカメラを回し続けていた。

　そんな彼女の様子に気づいた冬華は、すかさずツッコミを入れる。

「……あの霧きり崎さきさん。せっかく作って頂いたものに対してこういうことを言うのは心苦しいのですが、流石にこの衣装は露ろ出しゆつが激し過ぎるのではないでしょうか？」

「まったく！　今回ばかりは雪城の意見に同感だわ！」

　冬華の意見に同調したフェリシアは、沙紀に対する不満をぶちまける。

「たしかにアタシの衣装は他の人のよりちょっとだけセクシーに作って欲ほしいってお願いはしたけれど……流石にこれは限度っていうものがあるわよ！」

「……心底軽けい蔑べつするわ。貴方って人は……空太の気を引くためにそんなことまでやっていたのですか。道理で貴方の衣装だけ、その今にもミルクを採取できそうな乳ちち袋ぶくろが強調されたものになっている訳です」

「……は、はい？　どうしてそこで空太が出てくる訳!?」

　図星を突かれ、取り乱すフェリシア。

「そういう雪城の衣装こそ、ちょっと太モモのラインを露出し過ぎじゃないかしら？　同情するわ！　他に空太に対してアピール出来るポイントがなかったから……そのカピバラのような短い足にしか頼たよることが出来なかったという訳ね！」

「こ、これは別に空太に見せるために着ている訳では……」

　図星を突かれ、取り乱す冬華。




「……ああ。やっぱり空太くんを連れてきたのは正解でした。悔くやしいですが、認めざるを得ません。やはり……異性の目に晒さらされて恥じらう美少女こそが至高であると！

　最近の美少女アニメは男の子が主人公のものが少なくて、そういう部分が足りていないと思うんですよね～」




「というかサキ！　人の質問には答えなさいよね！　こんな衣装では人前に出られないって言っているんだけど!?」

「ああ。そこは別に気にしなくてもいいと思いますよ」

　フェリシアの追及に対して沙紀はケロリとした表情で続ける。

「たしかにシアちゃんの言う通り、そんなエロエロな衣装で接客していたら、いくら学園祭とは言っても絶対に学園の先生方に怒おこられてしまうでしょう」

「だったら尚なお更さら……どうして霧崎さんはこんなデザインを選んだのかしら？」

「そこは安心して下さい。お二人の接客用の衣装は既すでに別のものを用意してありますので」

「……はい？　じゃあ、サキは一体何のためにこの衣装を自作したの!?」

　清すが々すがしいまでに爽さわやかな笑みを浮かべて沙紀は即そく答とうする。




「えへん。それは私の趣味です！」




　　　　　×　×　×




「こんにちは。一年Ａクラスではコスプレ喫きつ茶さをやっています！」

「紅茶やケーキ。軽食も用意しています。是非、足を運んで下さい」

　桜花祭当日の空太＆冬華の仕事は客引きであった。

　当初の予定では空太もコスプレ衣装を着て接客に回る予定でいたのだが――。




「やっぱりここは執しつ事じ服を着せるのが王道を行く展開なんじゃないのかな？」

「たしかに！　私、一度、『お帰りなさいませ、お嬢じよう様さま』って台詞せりふを男の子から言われてみたかったのよ！」




「いやいや。時代はやっぱり女装男子だって！」

「……同意します。わたくしとしては女装して恥じらう空太さまのご尊顔を死ぬ前に一度拝んでみたいですわ」




　等々。

　この件に関しては『空太に何を着せるか？』でクラス内で大おお揉もめの騒さわぎを起こし、断念せざるを得ない結果になってしまったという訳である。

　空太は思う。

　今にして思えばそれは怪我の功名というやつだったのだろう。

　何な故ぜならば、もちろん人前でコスプレ姿を披ひ露ろうしなければならない惨さん事じを逃のがれられたという理由もあるが――。

　こうして冬華と久しぶりに二人きりになる機会を作ることが出来たからである。

「いらっしゃいませ。一年Ａクラスにてコスプレ喫茶をやっています」

　空太に転校の件を打ち明けてからというもの――。

　ここのところずっと元気がない冬華であったが、場の雰ふん囲い気きで気分が高こう揚ようしたのか久しぶりの笑え顔がおを見せていた。

　冬華との付き合いが長い空太は知っていた。

　一見すると冷たい印象を抱かれがちな冬華であるが、本来の彼女はこういったイベント事を好む性格なのである。




　　　　　×　×　×




　それから。

　二人の共同作業は昼過ぎまで続いた。

「あの……皐さつ羽きばくん。そろそろ交代しますので先に昼食を取って下さい」

　と、そこで空太たちに声をかけたのは同じクラスの女生徒であった。

「分かったわ。空太。そろそろお昼にしましょうか」

「ああ。そうだな」

　空太は短く頷うなずいた後、提案する。

「けれど、その前に……せっかくだし少し屋台を見て回らないか？」




「別に構わないけど……一体どうして？」




　冬華が尋ねると空太は、照れくさそうに頭を掻かく。

「いや、さ。なんていうか久しぶりに冬華と屋台を見て回りたいと思ったんだよ。もしかしたら……こうしてお前と一いつ緒しよにいられるのも、暫しばらくの間お預けになるかもしれないんだろ？」

「…………」

　空太の返事に対して冬華は暫く無言で押おし黙だまっていた。

　冬華は思う。

　どうして自分が好きになってしまった相手はこんなにも優やさしいのだろう、と。

（どうせ私は……貴方の前からいなくなるのに……）

　だから……自分のことなんて放っておいてくれればいいのに……。

　けれども。

　次に冬華が取った行動はそんな彼女の想おもいとは対照的なものであった。

　冬華は視線を落としながらも、おもむろに空太の手をギュッと握にぎり締めた。

　言葉はないが、それが彼女の答えだった。




「……お願い、空太。私に優しくするのは今日で最後にして」




　それは今の冬華に出来る精せい一いつ杯ぱいの願いであった。

　頭の中では全すべて分かっている。

　これ以上、空太と同じ時間を過ごしても余計に別れが辛つらくなるだけで何の解決にもなりはしないのだ。

　それでも尚なお。

　空太の優しさに縋すがってしまったのは、自分の中の『好きな人と一緒にいたい』という欲求に抗あらがうことが出来なかったからである。

　だがしかし。

　これ以上、空太の優しさに甘あまえているわけにもいられない。

（……これで最後。今日で全てを終わりにしよう）

　いつまでも中ちゆう途と半はん端ぱな状態でいる訳にはいかない。

　こうして冬華は、自らの十年間にもわたる片想いに終しゆう止し符ふを打つことを心の中で固く誓ちかうのであった。




　　　　　×　×　×




　桜花祭は天空都市オクタヴィアが誇ほこる一大イベントということもあり、学園の内外から様々な趣おもむきの出店が参加している。

　つまりは、通常の高校が行う学園祭に加えて夏祭りが一緒になったような行事である。

　空太たちは天空都市の桜花祭のメイン会場となる第二区画を歩いていた。

　道すがら。

　空太は妹のクラスが出しているジャガバターの屋台を発見する。




「ふふふ。お兄さま。怖こわがらないでいいんですよ？　愛あい海りが今からお兄さまの下の皮を上手に剥いて差し上げますからね」




　生気のない虚うつろな眼まな差ざしで愛海は、ひたすらにジャガイモの皮を剥いていた。

　女子中学生が学園祭という一大イベントでジャガイモの皮を剥いている光景は、何処どこか哀あい愁しゆうを誘さそうものがあった。

（その内……何処か愛海を遊びに連れて行ってやるか）

　見み渡わたす限り女性だらけの環かん境きように置かれながらも空太は、そんなことを思った。

　それから暫く出店を見て回っていると。




「……こうしていると孤こ児じ院いんで生活していたときのことを思い出すわよね」




　隣となりで空太の手を握る冬華がポツリと呟つぶやく。

「……そうだな。まあ。個人的には、出来ればあの日のことはあまり想い出したくなかったんだけどな」

「あら。どうして？」

「なんか色々と……お前に格好悪いところ見せちまったし」

「ふふ。そういえば、このイヤリングも十年前の夏祭りの日に空太から貰もらったものだったものね」

　冬華は耳元にかかった髪かみを押し上げて、六花の形をしたイヤリングを見せる。

「……おい。頼たのむからその話はこれ以上掘ほり下さげないでくれよ」

「嫌いやよ。言っておくけど私はあの時のことをまだ根に持っているんだからね。私だって当時は……凄すごく恥ずかしい想いをさせられたんだから」

　冬華の言葉は空太の頭の片かた隅すみに封ふう印いんしていたはずの記き憶おくを呼び起こす。




　あれは今日と同じ初夏の日差しが眩まばゆい夏祭りの日のことであった。

　当時の空太は年相応に子供染じみた部分があり、とにかく女の子の前では格好良い自分を見せたがる性しよう分ぶんであったのだ。

　体ていよく射的の屋台を発見した空太はそこで「なんでも好きな物を取ってやるよ！」と冬華の前で大見栄を切ったのである。

　けれども。

　結果は散々たるものであった。

　最初は冬華のリクエスト通りに一番大きなクマのぬいぐるみを狙ねらっていた空太であったが、当然そんな高難易度の商品を六歳の子供が取れるはずもなく――。

　最終的に冬華は「無理しないで！　あの……よく分からないキャラメルの箱みたいなのでいいから！」と妥だ協きよう案あんを提示したのだが――。

　空太は財さい布ふの中身が空っぽになるまで挑ちよう戦せんしたにもかかわらず。

　何一つとして景品を手に入れることが出来なかったのである。




「訓練の時も思ったのだけど……空太は、剣けん術じゆつの腕うでに反比例するかのように銃じゆうの扱あつかいに関するセンスはダメダメよね」

「……うるせえ。放っておいてくれよ」




　怪け我がの功名と言ったところだろうか。

　冬華の着けている六花の形をしたイヤリングは、屋台のオジサンが同情して特別サービスとしてプレゼントしてくれたものであった。

　逆に言えば、空太の晒した醜しゆう態たいはそれほどまでに悲ひ惨さんなものであったという訳である。

「ったく。お前も性格の悪い奴やつだよな。もしかしてお前この都市に来て以来、そのイヤリングを着けっぱなしじゃないか？」

「……別にいいでしょう。私が私の所有物を何時いつ何処で身に着けようが、空太には関係のない話なのだし」

「クソッ……。こんな嫌がらせを受けるハメになるのならあの時、屋台の親おや父じのサービスなんて突き返しておけば良かったぜ」

「…………」

　空太の発言を受けた冬華は、視線を下げて笑いを堪こらえる。

　この都市に来て以来？

　随ずい分ぶんと的外れなことを言うのだな、と冬華は内心で笑いを堪えていた。

（私がこのイヤリングを身に着けなかった日なんて……十年前から一日もなかったのに……）

　しかし、冬華はあえてその事実を空太に対して黙っておくことにした。

　何故ならば、純じゆん粋すいに悔しかったからである。

　自分ばかりが空太に好意を寄せているようでなんだか不公平だ。

　冬華にとっては――その過程がどんなに格好の悪いものであったとしても――。

　空太から貰ったものであれば――その全てが掛かけ替がえのない宝物になるのである。




（もし仮に……私が向けている好意の千分の一でも、空太が私のことを想っていてくれているのなら話しても良かったかもしれないわね）




　そんなことを考えていた直後であった。

　彼女の携けい帯たい電話に一通のメールが届く。

　冬華は携帯の画面を見るなり狼ろう狽ばいする。

　差出人の相手は――雪城斗とう真ま。

　冬華にとっての義理の兄と言える存在であった。




「……ごめん。空太。私、急用が出来たから先に戻もどって昼食を取っていてくれないかしら？」




　携帯電話を握り締めたまま、顔色を蒼そう白はくにする冬華。

「別に構わないけど……何かあったのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。空太には何も関係のない話だから」

　明白に拒きよ絶ぜつするような言葉を放ち冬華は、空太と繋つないでいた手を離はなす。

　瞬しゆん間かん。

　空太は自らの胸の内に喩たとえようのない不安を覚えた。

　携帯のメールを見てからの冬華の焦あせり方は、明らかに異常として言えないものであった。

　そして何より。

　このまま冬華の手を離したままにすれば、彼女が二度と会えないような遠い場所に行ってしまうような――。

　そんな漠ばく然ぜんとした予感が空太の脳のう裏りを過ったのである。

　こうして空太は罪悪感を抱きつつも、冬華の後を付けることを決意するのであった。




　　　　　×　×　×




　一方同時刻。

　逆さか夜よは天空都市の外れにある廃はい工こう場じようの中にシートを広げ、午後のティータイムを楽しんでいた。

「はぁ……。仕事の後の紅茶はやはり格別ですの。特にこのファーストフラッシュのダージリンの香かおりは本当に心が安らぎます」

　逆夜は紅茶にはとても煩うるさい人間であった。

　今では市し販はんの紅茶では満足出来ず、自分の好みにあったオリジナルにブレンドしたものしか口にしないという徹てつ底てい振ぶりである。

　逆夜はそこで鞄かばんの中からお気に入りの小説を取り出す。

　幼少期より読み聞かされていた《ルイス・キャロル》著の《鏡の国のアリス》は、逆夜の人生に多大な影えい響きようを与あたえた愛読書である。

　紅茶の香りを楽しみながらもアリスの世界観に浸ひたる一時は、逆夜の人生における至福の一時であった。

　だがしかし。

　果たして彼女が紅茶を楽しめる状じよう況きようにあるのかは、傍はたから見れば誰だれもが疑問に覚えるところであろう。

　工場の中は凄すさまじい腐ふ臭しゆうに包まれていた。

　山積みになった男たちの死体をバックにして紅茶の香りを楽しむ美少女……という絵面はまさに『異様』としか形容できないものがあった。

　逆夜は思う。

　オクタヴィアで殺あやめた男たちの数は優に三十人を超こえただろうか。

　これだけの死体があれば組織から渡わたされた新型の《災さい厄やくの種》を試ためすには十分だろう。

　後は予定の時刻に合わせて種の《発芽》を完かん了りようさせれば今回の任務は完了である。

　なんてことのない。

　終わってみれば今回も非常に簡単な仕事であった。

　と、逆夜が優ゆう雅がに小説のページを捲めくったそのときであった。




「グー。ようやく見つけましたよ」




　工場の中に一人の少女が現れる。

　雷かみなり領域ドメインの七星騎き士し――ルミナス。

　金色の髪と人形染じみて整った顔立ちが印象的な少女は、周囲からそう呼ばれていた。

　魔ま術じゆつ省しようより派は遣けんされオクタヴィアの警備を任されていた彼女は、僅わずか二日で逆夜の居場所を特定することに成功していたのであった。

「おかしいですね。組織の戦せん闘とう員いんたちが人ひと払ばらいはさせていたはずですが。どうして此こ処こにわたし以外の生きた人間がいるのでしょうか」

「チョベリバです。あの程度の人間を戦闘員と呼ぶようでは、貴方あなたの実力も底が知れますね」

「……随分な物言いですね。そういう貴方はどちら様ですの？　失礼ですが、お名前を教えて頂けないでしょうか」

「残念ながらワタシは他人に名乗ることの出来る名前を持ち合わせていません。けれども、便べん宜ぎ上、ワタシは《ルミナス》と呼ばれることが多いようです。――それとも『雷領域の七星騎士』とでも名乗った方が話は早いでしょうか」
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「…………」

　雷領域の七星騎士。

　そのフレーズを聞いた途端、逆夜の穏おだやかな顔つきに狂きよう気きの影かげが差す。

「ふふふ。ルミナスさん……遠路はるばる足を運んで頂き感謝しますの。ああ、これは失礼。申もうし遅おくれました。わたしの名前は……」

　逆夜が名乗りを上げようとした直後、彼女の言葉をルミナスが遮さえぎる。

「ノン。貴方の素す性じようについては事前に調べてある故ゆえ、その必要はありません。




　姫ひめ吊づり逆夜。七星騎士でありながらも魔術省に牙きばを剥むく――《時空領域》を司つかさどる者」




　今から五年前。

　過去二十年間にわたり守られてきた各魔術領域における最強の称しよう号ごう――七星騎士の名は、性格も生おい立たちもバラバラの七人の少女たちの手によってたったの一年の間に塗ぬり替かえられることになった。

　姫吊逆夜。

　時空領域の魔術を扱えば世界最強の能力を持つとされながらも、彼女の名を知る人間は極ごく々ごく限られている。

　何故ならば――。

　姫吊逆夜は七星騎士の中でも異例中の異例。

　時空領域の魔術について過去最高の適性値を出したにもかかわらず――世間からその後の消息を眩くらませていたからである。

　魔術省は、将来を担になう有能な騎士候補を逃すまいと組織の総力を挙げて逆夜の行方ゆくえを追っていたが、彼女に関する情報は何一つとして得ることは出来なかった。

　一体どういった経けい緯いで逆夜という少女がユベルに所属するに至ったのか――その経緯は不明である。

　ただ一つ。

　確実に言えることは、魔術省にとって姫吊逆夜という少女は、野放しにしておくにはあまりにも危険な力を持ち過ぎた存在ということだけである。

　ルミナスは相手の出方を窺うかがいながらも、槍ランス型の魔道具レガリアから神機アーテイフアクトを展開する。

《傀雷レクテイフイア》。

　ルミナスの専用機であるそれは、第一世代モデルの神機の中でも中距離戦せん闘とうを得意とする機体であった。

「あらあら。ルミナスさんはせっかちな人なのですね」

　目の前の相手が神機を展開しても尚。

　逆夜は自らの神機を展開する素そ振ぶりを見せずに余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべていた。




「スィ。否定はしません。ワタシの目的はただ……野に放たれた獣けものを殺害することだけですから」




　刹せつ那な、魔力加速リア・ブーストを発動した《傀雷レクテイフイア》は凄まじい速度で逆夜の元に接近する。

　そして。

　そのまま逆夜の体を手にした槍で串くし刺ざしにした――つもりだった。

「……!?」

　不意を討つには、これ以上ないタイミング。

　しかし、確かに捉とらえたと思われた逆夜の体はルミナスの槍先にはなかった。

（消えた……!?）

　通常の人間であれば多少なりとも動どう揺ようする展開ではあるが、ルミナスは至って冷静だった。

　コンマ数秒の思考の乱れが神機を用いた戦闘では《死》に直結する。

　数多あまたの戦場を駆かけ巡めぐり、世界中の誰よりもそのことを理解していたルミナスは、瞬しゆん時じに背後を振ふり返かえる。

　ルミナスの視線の先には、自身の専用機である《蝕月ハーミツト・ムーン》を展開した逆夜の姿があった。

　時計のゼンマイをモチーフにしたかのようなその機体は、数ある第二世代モデルの中でも異様な形状をしていた。

　下半身を中心に備え付けられた大小様々なサイズのゼンマイは、空中で静止している今も不気味に回転を続けている。




「高いところから失礼しますの。ルミナスさんは強い方なのですね。まるで稲いな妻ずまが落ちたかのような凄まじいスピード。逆夜は、とても感激してしまいました」




「……チョベリバです。噂うわさには聞いていましたがこれが《時空領域》の魔術の力ですか」

　現在知られている七種類の魔術領域の中でも《時空領域》の魔術は、極きわめて特殊な存在として世間に認にん知ちされている。

　他の六領域の魔術は『訓練次し第だいでほとんどの人間が習得可能』なのに対して時空属性の魔術領域はその例に当てはまらない。

　つまり《時空領域》の魔術を構築するためには生まれ持った才能が必ひつ須すなのである。

　これまで幾千もの戦闘経験を重ねてきたルミナスであったが、時空領域の魔術を扱う空装騎士と手合わせするのは初めてのことであった。

　ルミナスは推理する。

　先さき程ほど、逆夜が『消えた』ように見えたのはおそらく時空領域の基本魔術である《空間停止デツドロツク》が発動したからだろう。

《空間停止》。

　それは術者から見て半径数メートルの《物体の運動》、及および《人間の意識》を一時的に停止させる能力。

　世界的に見ても極めて稀まれな時空領域の魔術を得意とする騎士たちが、主力として使用するものである。




「御ご名めい答とう。それでは今度はこちらから攻こう撃げきさせて頂きますの」




　逆夜は宣言すると《蝕月ハーミツト・ムーン》に内蔵された《転移領域》の魔術基盤コア・メソツドから大量のナイフを召しよう喚かんする。

「これは……!?」

　その数およそ百本程度はあるだろう。

　逆夜が召喚した大量のナイフは《空間停止》の魔術によって彼女の周囲を取り囲むようにして宙に固定されていた。




「ふふふ。行きますよ。それ！」




　逆夜の掛かけ声ごえと共に固定化されていた百本近いナイフは、《傀雷レクテイフイア》に向けて飛来する。

　ルミナスは冷静であった。

　雷領域の基本魔術――《雷ライトニング壁・ウオール》。

　自身の周囲に無数の雷を発生させるこの魔術は、数ある雷領域の魔術の中でも攻こう防ぼう一体となった汎はん用よう性せいの高いものである。

　ルミナスは《空間停止》の魔術によって不規則なタイミングで飛来するナイフを、眉まゆ一つ変えずに叩たたき落おとす。




「ふふふ。その迷いのない動作。ルミナスさんはきっと逆夜などが及びもつかないほど、沢たく山さんの戦闘経験を積んできたのですね。ゾクゾクとしてしまいますの」

「……チョベリバです。貴方のその余裕の笑みを見るとなんだか胸の辺りがイライラとします」




　ルミナスはそう吐はき捨すてながらも、《空間停止》の魔術に関する情報を整理する。

　一見すると強力無比なように思える《空間停止》の魔術であるが、そこには致ち命めい的てきな弱点が存在する。

　それは――魔術の有効範はん囲いを広げるほど止められる時間が減るということであった。

　過去のデータを参考にするのであれば、才能のある術者が使用したとしても《空間停止》の魔術の有効範囲はせいぜい最大で三メートル。

　つけ加えてその場合は、止められる時間は一秒間にも満たない。

　けれども。

　相手は仮にも《時空領域》の魔術を扱えば世界最強の名を誇る七星騎士。

　ここは最悪の場合を想定して過去のデータと比ひ較かくして三倍。

　逆夜の周囲の半径十メートルが、彼女の《空間停止》の有効範はん囲い内ないと考えるべきだろう。

　つまりは……この十メートルという距きよ離りを取って戦闘を行えば先程のように『体感時間を奪うばわれること』はないはずである。

「行きます」

　そこでルミナスが構築したのは雷領域の基本魔術である《雷ライトニン球グ・ボール》に《攻こう撃げき範はん囲い拡張》の追加実装オーバーライドを加えた《百ひやく雷らい》という魔術であった。

　槍型の魔道具から放たれた無数の雷線が逆夜の機体に押し寄せる。

　瞬間、逆夜は《空間停止》の魔術を発動。

　ルミナスの構築した《百雷》は《蝕月ハーミツト・ムーン》に直ちよく撃げきする前に運動を停止。

《百雷》の運動が再開した頃ころには、既に逆夜は安全な位置にいた。




（グー。思った通りです）




　遠目に見ると《空間停止》は、単純に相手の攻撃を回かい避ひするための補助魔ま術じゆつ程度の効果しか持たない。

　時空領域の魔術はそれ単体では殺傷能力を持たないため、お世辞にも『戦闘向け』とは言えない代しろ物ものなのである。

　故にルミナスは、距離を取って戦えば確実に自分に有利な戦闘を進められると考えていた。




（この勝負……貰いました）




　ルミナスは自らの勝利を確信すると、再び雷領域の応用魔術を構築するのであった。




　　　　　×　×　×




　勝負の行方はスピードに分のあるルミナスが優勢の模様を呈ていしていた。

　どうにかして《空間停止》の魔術の有効圏けん内に接近を試みる逆夜であったが、機動力に優すぐれたルミナスの専用機――《傀雷レクテイフイア》がそれを許さない。

　逆夜にとっての数少ない攻撃手段である投げナイフを用いた攻撃も、ルミナスの構築した雷領域の魔術が堅けん牢ろうな盾たてとなり有効なダメージを与えられずにいた。




（姫吊逆夜。貴方の行動パターンは全て見切りましたよ）




　これまでの一連の攻防によりルミナスは《空間停止》の魔術の弱点を的確に把は握あくしつつあった。

　一見すると万ばん能のうな防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつに思える《空間停止》だが、他の魔術の全てがそうであるように連続して使用するには限界があった。

　これまでの戦闘を通じてルミナスは分ぶん析せきする。

　時間にしておよそ一・八秒。

　逆夜がそれ以上の間かん隔かくで《空間停止》の魔術を発動することは不可能である。

　ならばこの隙すきを突かない理由はない。




「一気に勝負をつけさせて頂きます！」




　ルミナスは宣言をして、自身の切り札である雷領域の三層魔術を構築する。

　雷領域の基本魔術である《雷球》に《攻撃範囲拡張》の追加実装を二重に加えた《渦雷》。

　ルミナスが《渦雷》の魔術を構築すると、同時に千本の稲妻が走ったかのような凄まじい轟ごう音おんが工場の中に響き渡る。

　逆夜は咄とつ嗟さに《空間停止》の魔術を構築してこれを回避しようとする。

　だがしかし。

　その行動はルミナスにとって想定の範囲内であった。

　彼かの女じよは《渦雷》の魔術を構築すると同時に逆夜の元に接近。




「……しまっ」




　逆夜の表情に動揺が走る。

　何故ならば――。

　ルミナスの槍先が既すでに逆夜の喉のど元もと一メートルに届くまで迫せまっていたからである。

（このタイミングであれば貴方が、《空間停止》の魔術を使えないことを検証済みです）

　逆夜が次の魔術を構築出来るようになるまでの一・八秒という時間は、ルミナスにとって彼女を殺めるのには十分過ぎるものであった。




「……グフッ」




　ルミナスはそのまま、手にした槍によって逆夜の喉のどを串刺しにする。

　ポッカリと開いた頸けい動どう脈みやくから大量の血ち飛沫しぶきが舞まい上あがる。

　ルミナスの体はまるでシャワーでも浴びているかのように、逆夜の体内から噴出する返り血を受けることになる。

　けれども。

　彼女の表情はそれでも眉一つ動かない平静なものであった。

　たとえ人を殺しても『仕事が終わった』という極めて乾かわいた感想しか出てこない。

　そんなルミナスの価値観も逆夜とはまた違ちがった意味で狂くるっていた。




「……っ!?」




　と、ルミナスが突つき刺さした槍を抜ぬこうとした次の瞬間。

　ドクンッと。

　心臓の鼓こ動どうが高鳴った後、彼女の全身に激痛が走る。

　気が付くとルミナスの《魔力エンチヤウン障壁ト・シールド》の残存量はゴッソリと減っていた。

　それが何を意味するのか分からないほど彼女は、冷静さを失っていた訳ではなかった。

　しかし、一体何な故ぜ？

　どうして自分が《空間停止》によって『体感時間を奪われる』ことになったのか。

　その答えは未いまだに分からずにいた。




「ふふふ。驚おどろきまして？」




　声のした方向に視線を上げると、そこには先程確実に仕留めたはずの逆夜が《蝕月ハーミツト・ムーン》を身に纏まとい空中に停てい滞たいしていた。

　ルミナスは逆夜の姿を見るなりすかさず彼女と距離を取る。

　残された《魔力障壁》の残存量はおよそ二十パーセント。

　次に彼女の構築した《空間停止》により体感時間を奪われることになれば、死に直結することになるだろう。

「ふふ。どうして殺したはずのわたしが生きているのか気になりますの？」

「……スィ。そのことを否定すれば嘘うそになります。ワタシは確かに貴方を殺したはずです。事実そこに転がっている死体は貴方のものでしょう。姫吊逆夜。どうして貴方の肉体は二つあるのですか？」

「あらあら。思っていたより随分と素す直なおな人なのですね。良いでしょう。冥めい土どの土産みやげに教えて差し上げますの」

　最初から自らの勝利を微み塵じんも疑っていなかったかのような、余裕の笑みで逆夜は続ける。

「そこにいるのは今から十七秒前のわたし。過去の出来事を再現する《空間遡行ダウン・ザ・ホール》の魔術によって作り出した肉体ですの」




「空間遡行……」




　ルミナスにとってそれは初めて聞く魔術であった。

　しかし、それも無理のない話である。

　元々、《時空領域》の魔術は、他の六種類の魔術と比較して未解明の部分が圧あつ倒とう的てきに多いものであった。

　故に《時空領域》の七星騎士である逆夜が自分の知らない――新種の魔術を体得できたとしても不自然な話ではないだろう。

「スィ。理り屈くつは分かりました。しかし、お喋しやべりが過ぎましたね。姫吊逆夜。過去の出来事を再現する《空間遡行》の魔術。たしかに恐おそろしい力ですが、ワタシに同じ手は通じませんよ」

「……いいえ。貴方は何も分かっていません。本当にこの力のことを理解していたらそんな『危険な場所』にいられるはずがありませんもの」

「…………？」

　逆夜の言葉にルミナスは首をかしげる。

　少なくともルミナスにとっての『危険な場所』とは、逆夜の周囲十メートル以内という認にん識しきであった。

　故に逆夜と十分な距離を取ったこの位置は彼女にとっては絶対的な安全地帯。

　少なくとも今の今まではその確信があった。

　けれども、その直後。

　ルミナスは逆夜の放った言葉の意味を思い知ることになる。




《白銀スルー・ザ・ルツ世界キング・グラス》。




　時空領域の基本魔術である《空間遡行ダウン・ザ・ホール》に《攻撃範囲拡張》の追加実装を加えたそれは彼女オリジナルの魔術であった。

　逆夜が《白銀世界それ》を構築した次の瞬間。

　工場の中は優に一万本を超えるナイフの檻おりで埋うめ尽つくされる。

　これまで逆夜が仕し掛かけた投げナイフによる攻撃が全すべて《再現》された結果。

　ルミナスは逃にげ場ばのない白銀の世界に閉じ込められることになった。




「ごきげんよう。雷領域の七星騎士さん。白銀むこうの世界でもお元気で」




　逆夜が別れの言葉を述べると、無数のナイフがルミナスの機体を目め掛がけて飛来する。

　それは――一人の人間を殺めるには過か剰じようとしか形容のしようがない魔術であった。

　白銀の世界に閉ざされたルミナスは為なす術すべなくその身を斬きり刻まれることになる。

　結果。

　ルミナスの体は人としての原形を留とどめることさえ出来ず、無残な肉につ塊かいと化すことになった。

　逆夜は《蝕月ハーミツト・ムーン》を解除した後。

　ルミナスの亡なき骸がらに歩み寄る。

　何処の部位か分からなくなってしまった臓器の一つを手に取ると、愛いとおしそうな目つきで頬ほお擦ずりを始める。

「はぁ……。彼女が残した肉にく片へんからは、とても強い力を感じます。これならばそこにあるゴミ山を利用するまでもなく新型の――《鬼災ホロコースト級》の禍か鬼きを生み出す種を発芽させることができるでしょう」

　予想外の収しゆう穫かくを得た逆夜は満足気な表情を浮かべて。




「ウキッ。ウェキキキキキ」




　この世のものとは思えないような奇き妙みような笑い声を上げる。

　工場の中に木こ霊だまする逆夜の声はまるで――。

　これからこの都市で起こり得る全ての不ふ吉きつを孕はらんでいるかのようであった。







第六話　鬼災襲しゆう来らい







　一方その頃。

　空そら太たは桜花祭の最中に明らかに様子がおかしくなった冬ふゆ華かの後を付けていた。

（冬華のやつ……一体何処に行こうとしているんだ？）

　空太が冬華の尾び行こうを開始してから既に二十分の時が経たとうとしていた。

　冬華が向かったのは、第二区画の北ゲートを抜けた先にある天空都市の第三区画エリアであった。

　第三区画の中でも北エリアと言えば、オクタヴィアに居住する学園関係者以外の人間たちが暮らす住宅エリアとなっている。

　従って東西南北の四種類のエリアの中でも、北エリアは演えん武ぶ学がく園えんの生徒たちにとって最も馴な染じみの薄うすい場所であった。

　目的地に到とう着ちやくしたのか。

　暫しばらく後を追っていると冬華は、第三区画の北エリアで唯ゆい一いつの喫きつ茶さ店てんの前で立ち止まる。

（知らなかった。こんな場所に飲食店があったなんて）

　静観な雰ふん囲い気きが漂ただようまさに穴場的な印象を抱いだかせる店であった。

　暫くそこで待機しているとやがて、冬華の前に一人の男が現れる。

　外見から判断するに年ねん齢れいは三十代後半と言ったところだろう。

　長身痩そう躯くで荘そう厳ごんな顔付きをした独特の雰囲気を纏った男であった。




「これはどういう風の吹ふき回まわしですか。お義兄にいさま。オクタヴィアに来るのなら連れん絡らくの一つでも頂ければ良かったのに」




　冬華に「お義兄さま」と呼ばれたその男は乾かわいた笑みを浮かべる。

「ははっ。何も驚くことはないさ。可か愛わいい妹の晴れ舞ぶ台たいを見たいという感情は兄として当然のものなのではないかな？」

「冗じよう談だんはよして下さい。魔術省の《最高官かん房ぼう長ちよう官かん》であるお義兄さまが、そのような感情で動く人間ではないことを私が一番よく知っています」

「……!?」

　空太は驚きよう愕がくする。

　魔術省とは日本に存在する行政機関の中でも最も秘ひ匿とく性せいが高い組織であり――。

　メディアの前にも滅めつ多たに顔を出さないことで知られている。

　そのため。

　山やま籠ごもりの生活が長かった空太が、斗とう真まの名前を知らなかったことについては無理のないことであった。

「ふふ。冷たいことを言うな。まあ、事実なので否定するつもりはないが。今回、顔を出したのは古い知人に会いに来たついでだよ」

　斗真は眼鏡の端はしを指で持ち上げると、目線を凄すごませ、冬華にとっての核かく心しんとなる話題を切り出した。




「ところで冬華。転校の件に関しては決心を固めてくれたかい？　電話ではまだ曖あい昧まいな返事しかもらっていないのだが」




　冬華は思う。

　ここで「はい」と頷うなずけば斗真は何の迷いもなく転入手続きを進めるだろう。

　けれども。

　その場合は一体――。

　次に空太と会えるのは、何年先の話になるのだろうか？




「おいおい。冬華。どうしたんだい？　まさかとは思うが……僕ぼくの言うことを聞けないとでも言うんじゃないだろうね」




　義ぎ妹まいの煮にえ切きらない態度を目まの当あたりにして、斗真の眼まな差ざしは一段と威い圧あつ的てきなものになる。

　直後。

　冬華の思考は遮しや断だんされ、意識が薄くなって行く。

　振り返ってみれば、小さい頃からいつもそうだった。

　義ぎ兄けいの視線に晒さらされると、自分が意思を持たない操あやつり人にん形ぎようになったような気分になる。

　権力という名の矛ほこを振りかざし――全てを意のままに操る怪かい物ぶつ。

　幼少の頃より。

　雪ゆき城しろ斗真という男は、冬華の目にはそんな風に映っていた。

　故に冬華はそのまま斗真の条件を受け入れる――つもりだった。




「あー。すいません。ちょっといいでしょうか」




　気付くと空太は、冬華の前に庇かばうようにして立っていた。

　事情は分からないが、『冬華の表情が怯おびえているように見えた』から。

　空太の体は反射的に彼女を守るために動いていたのである。

「空……太……」

　冬華の脳のう裏りには様々な疑問が湧わき出だすものの――。

　義兄という圧倒的な恐きよう怖ふを前にした冬華は、何一つとして言葉を紡つむぐことが出来ないでいた。




「なんだね、キミは」




　空太の登場に対して斗真は、不ふ機き嫌げんそうに眉をひそめていた。

「俺おれの名前は皐さつき羽ば空太といいます。雪城さんとは同じクラスに所属するクラスメイトです」

「皐羽……空太？」

　斗真はおもむろに名前を繰くり返す。

　と、ここで空太にとって不可解な出来事が起きた。

　何を思ったのか斗真が突とつ然ぜん、高らかに嗤わらい始めたのである。

「あー。なるほど。ハハッ！　これは奇き遇ぐうだね！」

　斗真は哄こう笑しようしながらもバシバシと嬉うれしそうに空太の肩かたを叩く。

　先程までの苦々しい態度から一転。

　不気味なまでに上じよう機き嫌げんな様子を見せる斗真に空太は戸と惑まどいを覚えていた。




「キミが噂の鉄てつ心しんの秘蔵っ子か！　うんうん。いやぁ……血の繋つながりはないとはいえ雰囲気などは似るものなのだなぁ。特にこの目のあたりとかそのものズバリだ！」




　空太は驚きで目を見開く。

「……ッ!?　親おや父じのことを知っているんですか？」

　まさかこんな場所で義父の名前を聞くことになるとは――。

　空太にとって全く想定外の展開であった。




「ククク。知っているも何もアイツは僕の――」




　斗真が何か言いかけたそのときであった。

　突とつ如じよとして天空都市オクタヴィアに非常用のサイレン音が鳴り響く。

　折しもそれは、先日のユベル襲しゆう撃げき事件を受けて学園職員たちが設置した『禍か鬼きの襲撃』を知らせるサインであった。

「おやおや。これは物ぶつ騒そうだねぇ。先日の事件から二週間と経っていないのに禍鬼が出現するとは……」

　斗真はそう言って溜ため息いきを零こぼした後、自らの妹に命令を下す。

「どうした冬華。早く禍鬼の討とう伐ばつに行ってやれ。この件に関してはまた日を改めて対話の場を設けることにしよう。力を持たない我々に代わり市民を守る。それがキミたち空装騎き士しにとっての最優先事じ項こうというものだろう」

「…………」

　沈ちん黙もくを続ける冬華に痺しびれを切らしたのか、斗真は怒いかりの感情を露あらわにする。




「何をしている！　早く僕の言う通りに動け！　このクズが！」




　斗真の言葉を受けると冬華の眼差しは、人形のように感情のない虚うつろなものになる。

「……分かりました。お義兄さま」

　承しよう諾だくすると、冬華は魔道具レガリアから神機アーテイフアクトを召喚。

　禍鬼が出現しているであろう――騒さわぎの大きい方角に飛ひ翔しようする。

「…………ッ」

　斗真に対して、言ってやりたいことは幾いくつもあったが、それを口にしたところでこの場は何も解決しない。

　胸の中から湧き上がってくるイライラは晴れることになるかもしれないが、そんなものは只ただの自己満足だろう。

　今は冬華の後を追いかけるのが先決である。

　そう判断した空太は自らの専用機である――《閃煌エスペランザ》を召喚した後。

　冬華の背中を追いかけるのであった。




　　　　　×　×　×




　神機を身に纏い空中から街を見下ろすと周囲は酷ひどい騒ぎになっていた。

　以前に空太が戦ったタイプと同じ《植物型》の禍鬼が、人間の足を模したかのような根を地面に這はわせながらも街中を闊かつ歩ぽしていた。

　空太の視界に入るだけでも禍鬼の数は優に二十体は超こえているだろう。

　オクタヴィアでは前回起きたユベル襲撃事件を受けて、魔ま術じゆつ省しようから派は遣けんされた本職の空装騎士たちが街の警備に当たっていた。

　それ故ゆえ。

　禍鬼が一いつ般ぱんの人々を食くい荒あらすような最悪の事態だけは、なんとか免かれていた。

　空太は半ば反射的に逃げ惑まどう人々を救うため、禍鬼との戦闘に加勢しようとする。

　けれども、寸前。

　静しず流るから受けた言葉を思い出し思い留まる。

『禍鬼との戦闘は本職の人間たちに任せてキミたちは……キミたちのすべきことをして欲ほしい』

　空太は改めて『今、自分のするべきことは何か？』を考える。

　斗真が言ったように禍鬼から人々を守ることが、空装騎士とて大切な仕事であるのは疑いようのない事実である。

　だがしかし。

　今回の場合それは自分ではない他の誰だれかでも代役が務まるものだろう。

　義兄に命令されて禍鬼の元に向かった冬華は、明らかに冷静さを欠いていた。

　神機とは搭とう乗じよう者しやの精神状態が安定してこそ初めて力を発揮する兵器である。

　従って、冬華が先程のような錯さく乱らんした精神状態のまま、禍鬼との戦せん闘とうを行うことになれば自殺行こう為いも甚はなはだしい。

（……俺は俺にしか出来ないことをしよう）

　空太は心の中で決意すると、冬華が残した僅わずかな魔ま力りよくの残ざん滓しの跡あとを辿たどって行くのであった。




　　　　　×　×　×




　冬華の後を追って辿り着いた先は、オクタヴィア第三区画の西エリアであった。

　第三区画の中でも西エリアは、オクタヴィアの工業地帯としての役割を果たしている。

　その人口は東西南北の四エリアの中で最も少ないとされているが、天空都市を支える数々の魔術機材の製造を一手に担になうこの地域は、オクタヴィアにとって必要不可欠なものである。

　どうして冬華はこんな人気の少ない場所に来たのだろうか？

　その疑問に対する答えは、冬華を追っている最中に自おのずと理解することが出来た。

　冬華のことを追っている道中。

　空太はこれまで戦ってきた禍鬼とは、明らかに格の違う禍まが々まがしい魔力の気配を感じていた。




「ぐごおおおおおお！」




　そんな大地を震ふるわすような奇き声せいが聞こえてきた直後であった。

　空太の視界に――蜘く蛛もの形をした昆こん虫ちゆうタイプの《禍鬼》が入る。

　その全長はおよそ三十メートルにも達するだろうか。

　空太が今まで見た禍鬼の中でも間ま違ちがいなく最大級の体長を誇ほこるそれは、巨きよ大だいな氷柱つららによって体を貫つらぬかれており、橙だいだい色いろの体液を垂れ流していた。




　現在確かく認にんされている限りで禍鬼の戦闘能力については大まかに分けて四つの区分に分けることが出来る。

　それ即すなわち――。

　力の弱い順に《人災マーダー級》・《鬼災ホロコースト級》・《龍災ジエノサイド級》・《天災メガデス級》の四種である。

　空太の前にいる《鬼災級》は、本来であれば正規の騎士部隊に所属する人間が一個小隊がかりで戦ってようやく相手になるかという強敵であった。




　今現在。

　鬼災級の禍鬼を相手にしているのは、身長百六十センチにも満たない空太のよく知る少女であった。

　目算にして距離六百メートルと言ったところだろうか。

　空太の卓たく越えつした視力がなければ、彼女の姿を認識することは叶かなわなかっただろう。

　その少女――雪城冬華の専用機である《銀雪スノーホワイト》は禍鬼の八脚きやくの間を縫ぬうようにして紙かみ一ひと重えの攻防を続けていた。




「冬華！」




　空太は叫さけび、冬華の元に駆け寄ろうとする。

　刹せつ那な。

　先さき程ほどまではたしかに何も存在していなかったはずの『無の空間』から、突如として無数のナイフが飛来する。

「……!?」

　空太は手にした大おお太た刀ちを用いて咄嗟にそれを叩き落とす。

　皐羽流剣けん技ぎ――陸ろくの太刀《螺ら旋せん》。

　全部で十二種類存在する皐羽流剣技においてこの技わざは、唯一、相手の攻こう撃げきを防ぼう御ぎよすることを目的とした剣技である。

　神速とも言える領域ドメインで手にした大太刀を半円の形に描えがくようにして振ふりかざすことにより、小規模な竜たつ巻まきを発生させるこの技は、古来皐羽流において相手の放った飛び道具を撃うち落とすための技術として重宝されてきた。

　空太が剣けんを鞘さやに納めた頃には、強風により浚さらわれた無数のナイフがそのまま地上に落下していた。




「ふふふ。またお会いできましたね。空太さま」




　気付くと空太の目前には、一人の少女が神機を身に纏い行く手を阻はばんでいた。

「……そうか。今回の騒そう動どうは全てキミが引き起こしたものだったんだな」

「あらあら。何を根こん拠きよにそんなことを仰おつしやいまして？」

　その少女――姫ひめ吊づり逆さか夜よは不思議そうに小首を傾かしげる。

「以前に一度、今回のそれと似たような騒動を引き起こした女の子と戦ったことがあった。

　証しよう拠こはなくても内包されている魔力の性質だけで分かるよ。確実にキミは、あの子と同じ側の人間だ」

「……随ずい分ぶんと乱暴な推理ですこと。けれども、空太さまの御お言こと葉ばは正しいですの」

　逆夜は空太の言葉を肯こう定ていした上で礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げて。




「改めて自己紹しよう介かいをしましょうか。わたしの名前は姫吊逆夜。ユベルに所属する独立部隊――《呪われた子供たちナンバーズ》の一員にして、《時空領域》を司つかさどる七星騎士ですの」




「……そうか」

　空太は極きわめて無関心な口調で呟つぶやくと、帯刀した大太刀の鯉こい口ぐちを切り臨戦態勢に入る。

　驚きの感情がなかったという訳ではない。

　魔術省と敵対する組織であるユベルの内部に《炎ほのお》・《水》・《雷かみなり》に続く、四人目の七星騎士が所属していたという事実は少なからず空太に動どう揺ようを与あたえるものであった。

　だがしかし。

　今の空太にとってそれは非常に些さ細さいな問題であった。

　何故ならば――。

　今もこうしている間に命をすり減らして戦っている幼おさな馴な染じみを助ける方が、空太にとって何倍も優先順位が高かったからである。




「なあ。姫吊さん。そこを退どいてくれないか」

「ふふふ。空太さま。姫吊さんだなんて余よ所そ余よ所そしいですの。わたしのことはどうか『逆夜』とお呼びになって下さいまし♥」




　笑え顔がおでそう返すと逆夜は《蝕月ハーミツト・ムーン》に内蔵された転移領域の魔術基盤コア・メソツドから無数のナイフを召しよう喚かん。

《空間停止デツドロツク》の魔術により空中にナイフを固定する。

「その前に一つだけ……理由をお聞きしてもよろしいですか？　空太さまはそんなにもあの娘むすめ……雪城冬華のことが大切なのですか？」

「ああ」

「だったら尚なお更さら……ここを通すわけにはいきませんの」

　空太が肯定すると逆夜の表情は心なしか不機嫌なものになる。




「空太さま。こんな場所でこのようなことを申し上げるのは不適切だと思われるかもしれませんが……逆夜の恋こい人びとになっては頂けませんか？」




　折しもそれは皐羽空太という少年が生まれて初めて受ける――。

　愛の告白に他ほかならなかった。

「…………」

「もしかすると空太さまはどうして自分のことを？　と疑問に思われているかもしれませんが、逆夜は人を愛することに理由など必要ないと考えていますの。

　けれども、強しいて理由を一つ申し上げるのでしたら《運命》……を感じたからでしょうか。率そつ直ちよくに言って一ひと目め惚ぼれしました。逆夜は初めて出会った時からずっとずっと……貴方あなたのことを好いておりました」

　空太は逆夜の主張を黙だまって聞いていた。

　普ふ段だんの空太であれば、仮にそれが敵の策略であれ多少なりとも動揺するところだろう。

　だがしかし。

　一度、臨戦態勢に入ってしまえば空太の表情が変わることはない。




「……わたしなら空太さまの望むことを何でもして差し上げますの。それとも逆夜では雪城冬華の代わりにはなれませんか？」




　空太は無言のまま刀を抜いて逆夜の方に突きつける。

　――冬華の代わりが務まる人間がいるはずがないだろ。

　言葉はなくとも、それが空太の答えだった。

　空太の眼差しは、深しん淵えんの闇やみに落ちたかのように黒く染まって行く。

　七年という長期間にもわたり。

　日々のほとんどの時間を暗殺剣けん術じゆつの体得に費やしてきたが空太であったが、皮肉なことに『誰かを殺しても良い』という気持ちで刀を抜くのは初めての経験であった。

　目の前の少女が、無力化を念頭においた戦い方が通用する相手ではないことを空太は本能的に理解していた。




「恨うらまないでくれ。もしかすると俺は……今からキミのことを殺してしまうかもしれない」




　刹那。

　逆夜の視界はドス黒い何かに覆おおわれる。

　それは皐羽空太という男が、この世に生を受けてから初めて放つ『殺気』であった。

　怒りからではない。

　言いい換かえるのならばそれは――大切な人を守るためなら誰かを殺すことすら厭いとわないという決意の表れであった。

　逆夜は驚愕していた。

　何故ならば、これまで組織の命令で数えきれない人間を殺あやめてきた逆夜であったが、これほどまでに高こう濃のう度どの『殺気』を向けられるのは初めての経験であったからである。

　けれども。

　通常の人間であれば、即そく座ざに恐怖で足あし腰こしが崩くずれてしまうであろう凄すさまじい殺気を受けているにもかかわらず――。

　逆夜は喜びに打ちひしがれていた。




（ああ！　空太さま！　そんな眼めで……そんな眼で……逆夜のことを見ないで下さいましっ！　濡ぬれてしまいますの！）




　逆夜は思う。

　少なくとも今この瞬しゆん間かんだけは、自分は最も愛する人の関心の中心に立っているのだと。

　その事実は常人には理解しがたい――。

　逆夜の中にある倒とう錯さくした愛情を満たすのに十分なものであった。




「……承知致いたしました。今回だけは空太さまの言うことに従いますの」




　そう言って逆夜は、自らの専用機である《蝕月ハーミツト・ムーン》を解除する。

　神機を解除しても尚なお、逆夜の体は《空間停止》の魔術により宙に固定されたままであった。

　空太は手にした刀を鞘に納める。

　何な故ぜならば、逆夜の眼からは完全に敵意が消失していたからである。

　空太は突如として無防備な姿を晒す逆夜の行動に戸惑いを覚えていた。

「……腑ふに落ちないな。理由を聞いていいか？」

「大した理由はありません。空太さまには先日……助けて頂いた恩もあります。その時の借りを返そうと思っただけですの」

「よく言うよ。今にして思えばアレは全て……キミが仕組んだ芝しば居いだったんだろ？」

「……そうですね。それについては否定しません」

　空太の言葉を肯定した上で逆夜は自らの想おもいを打ち明ける。




「けれども、これだけは信じて下さい。空太さまに助けて頂いて嬉しかったという、逆夜の気持ちは本物ですの。逆夜にとって同年代の男性から優やさしくして頂いたのは、初めての経験でしたから」




　逆夜の表情は、何処どこまでも無む垢くで可か憐れんな少女そのものであった。

　空太は姫吊逆夜という人間の本質について計りかねていた。
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　彼かの女じよの内面には善と悪――天使と悪あく魔まの両方が同居しているように思えた。

　果たしてどちらが本当の彼女の姿なのか？

　空太には判断がつかなかった。

　けれども。

　今はそのことについて考えていても仕方がないと空太は悟さとる。

　逆夜との戦闘を思いがけず回かい避ひした空太は、全速力で冬華の元に向かうのであった。




　　　　　×　×　×




　同刻。

　雪城冬華は感情を持たない人形のような眼差しで鬼災級の禍鬼との戦闘を続けていた。

　半ば無意識化の状態で戦闘を行う彼女の動きには、普段の冷静さは見当たらなかった。

　冬華は戦いの中に救いを求めていた。

　彼女は命を懸かけたギリギリの戦いの最中にだけ、どうにもならない無む慈じ悲ひな現実を忘れることが出来たのである。

　そんな彼女の無む謀ぼうな戦いは長くは続かなかった。

　それまでは神機の機動力をフルに活いかした動作で禍鬼の攻撃を回避することに成功していたのだが――。

　やがて、冬華の行動パターンを『学習』した鬼災級の禍鬼は、その八脚を巧たくみに用いて冬華の体を蹴けり上あげる。

「……グッ」

　冬華の口から苦く悶もんの声が湧き上がる。

　と、鬼災級の禍鬼は自らの臀でん部ぶに存在する吐糸官から粘ねん着ちやく性せいの繊せん維いを射出して、《銀雪》の機動力を根こそぎ奪うばう。

　勢い良く噴ふん出しゆつされた直径一メートルにも達する極ごく太ぶとの蜘蛛糸は、そのまま冬華の機体を吹き飛ばし、彼女の体を工場の壁かべに貼はり付つける。

　誰の目にも戦せん況きようは絶望的に映っただろう。

　空太が冬華の前に辿り着いたのはそんなタイミングであった。

（空……太……!?）

　冬華の意識は幼馴染の姿を見た途と端たん、次し第だいに鮮せん明めいなものになって行く。




「来ないで！」




　錯乱した冬華の口から飛び出したのは空太を拒きよ絶ぜつする言葉であった。

「どうして貴方はそうやっていつも……私の前に現れるの？　私のことは放っておいて！」

　空太は冬華の言葉を無視して、手にした大太刀を上段の構えから一気に振り下ろす。

　だがしかし。

　ガキンッという金属を叩たたいたような音と共に同時に、空太の一ひと太た刀ちは弾はじかれることになる。

　鬼災級の禍鬼が作り出した蜘蛛糸は、空太の想像を遥はるかに絶するほどの強度を秘ひめていた。

「私はもう……自分でもどうしたらいいのか分からないの」

　冬華が弱音を吐はいている間にも昆虫型は、こちらとの距きよ離りを着実に詰つめようとしていた。

　その巨きよ体たいが災わざわいしたのが、移動速度そのものは驚きよう異いではない。

　空太たちの元に辿り着くまでせいぜい二十秒と言ったところだろう。

　冬華に言葉に対して受け答える時間を惜おしんで空太は、どうにか状じよう況きようを打開しようと試みる。




「それなら！」




　神聖剣アークブレイド――第二形態《豪炎の魔ま剱けん》。

　過去の戦いで習得した炎の魔剱の力を以もつて空太は、蜘蛛の糸を燃ねん焼しようさせようとする。

　空太の中にある炎の適性値を感知した《閃煌》は自立成長機能により、その形状をより最適なものへと変化させて行く。

　灼しやく熱ねつの業ごう火かに包まれた神聖剣は、逆袈裟の軌き道どうを描いて蜘蛛糸の中に食い込んだ。

「……クッ」

　しかし、蜘蛛の糸とは元来、自然界の中でも極めて高い熱耐たい性せいを誇る繊維である。

　それ故。

　どれだけ剣撃を重ねても炎の魔剱の力では、冬華を拘こう束そくする蜘蛛糸を焼やき払はらうことは叶わなかった。




「空太……もういいの。お願いだからもう逃にげて……。このままだと貴方まで死んでしまうわ」




「……バカ言うな！　お前のことを見捨てられるはずないだろ！」

　その言葉は空太の心から叫びであり、自らの過去に対する戒いましめでもあった。

　空太は大厄災の日から七年間にもわたり。

　禍鬼を前にして、命の危機に瀕ひんした冬華を守れなかったことを後こう悔かいし続ける人生を歩んできた。

　空太が剣術の世界に身を投じるきっかけになったのも、この事件に由来する部分が大きい。

　そのため。

　空太の中に冬華を見捨てるという選せん択たく肢しはなかった。

　七年前と同じ失敗を繰り返すことは――空太にとって自ら歩んできた人生を否定することも同然であったのだ。




「私のことなら大だい丈じよう夫ぶ。此こ処こに来るまでに既すでに死ぬことは覚かく悟ごしてきたから。

　せっかく会えた空太と別れるくらいなら……斗真あのひとの命令に逆らうくらいなら……このまま死んだ方がマシだわ……」




　一体何が冬華の感情を此処まで混こん濁だくとさせるのか――。

　冬華の言葉からはかろうじて、その内容の一いつ端たんを読み取ることは出来た。

　空太は推測する。

　おそらく、幼き頃ころより刷り込まれてきた《雪城》の家の洗脳染じみた教育が冬華の手足を縛しばる枷かせとなり、彼女の思考を破は滅めつに向かわせているのだろう。

「死んだ方がマシなんて言葉……軽々しく口にするんじゃねーよ！　自分の命を自分だけのものだと思うなよ！　冬華！　少なくとも俺は……お前がいる世界で生きていたいんだ！」

　素す直なおに想いを打ち明けると冬華の眼差しに一筋の光が差し込んだ。

　けれども、その光は今にも消えてしまいそうな儚はかなげなものであった。




「そんなに言うなら教えてよ！　私はこれからどうやって生きていけばいいの？　籠かごの中で育った鳥は一人では何もすることが出来ないの！　今いま更さら、外に出たところで私にはもうどうすることも出来ないのよ！」




　冬華の訴うつたえは空太の胸の中にストンと落ちる。

　このとき空太はどうすれば冬華の心を救ってやれるのか？

　その答えがようやく見いだせたような気がした。

（ああ。そうか……冬華は檻おりの外の……自由な世界を知らないだけなんだ）

　それならば彼女にしてやれることは一つだけだ。

　冬華を閉じ込める檻を壊こわし――彼女に広い世界を見せてやれば良いのである。

「一人で生きられないって言うのなら……ずっと俺がお前の傍そばにいてやる。飛び方を忘れちまったっていうのなら――俺がお前の『羽』になってやる！　だから冬華！」

　空太はそう言って冬華に向かって手を伸のべる。




「俺と一いつ緒しよに来いよ！　お前の知らない世界を見せてやるからさ！」




　瞬間、冬華の脳裏を過よぎったのは十年前の夏祭りと同じ。

　一人になろうとするときいつも自分に手を差し伸べてくれる空太の姿であった。

　気付くと冬華は、空太の手を握にぎっていた。

　その掌てのひらの中には十年前と比ひ較かくして何一つとして変わっていない温かさがあった。
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　だから冬華は空太のことを信じて、彼かれの後を付いて行こうと決心することが出来たのである。

　冬華が空太の手を握った直後――。

　青白い光に包まれた神聖剣はその形状を変化させて行く。

　神聖剣――第二形態《氷乱の魔剱》。

　空太の中にある水領域の適性値を感知した《閃煌》は自立成長機能により、その形状をより最適なものへと変化させて行く。

　さながらそれは――氷の魔剱と言ったところだろうか。

　氷点下の冷気を纏まとった神聖剣からは、空太がこれまでに感じたことのない力が伝わってくるようであった。




（行ける！　この剣なら……っ！）




　空太は手にした氷の魔剱を上段に構え、その全身に力を蓄たくわえる。

　皐羽流剣技・玖きゆうの太刀――《絶刀一いつ閃せん》。

　それは全十二種ある皐羽流剣技の中でも最速の攻撃である。

　直径一メートルにも達する蜘蛛の糸に鋭するどい斬閃が走る。

　冷気を纏った神聖剣は、明らかに以前よりその切れ味を増していた。

　空太の放った《絶刀一閃》はついに――冬華を縛る蜘蛛の糸を両断することに成功したのであった。




「ぐごおおおおお！」




　間かん一いつ髪ぱつのタイミングであった。

　空太たちの目前には全長三十メートルにも達する鬼災級の禍鬼が迫せまってきた。

　蜘蛛の形をしたそれは巨大な前足で空太の機体を踏ふみ潰つぶそうとする。

　けれども。

　空太にとってその動作は止まって見えるほど緩かん慢まんなものであった。

　皐羽流剣技・漆しちの太刀――《死道の軌き線せん》。

　数ある皐羽流剣術において空太が最も得意とするこの技は、周囲の氣きの流れを読むことで相手の体の何処に刀を斬きり付ければ最大のダメージを与えることが出来るか？

　その剣筋を使い手のみが認にん識しき可能な光線によって捉とらえることを可能とする剣技である。

（そこだっ……!!）

　敵の動きを完全に捉えた空太は、禍鬼の前足に存在する関節の隙すき間まに鋭い一太刀を浴びせる。




「凄すごい……。これが空太の……神聖剣の力なの……!?」




　冬華は鬼災級の禍鬼と互ご角かく以上の戦いを見せる空太の動きに驚おどろきを隠かくせないでいた。

　魔術省直ちよつ轄かつの騎士部隊――《碧落の蒼刃》の中でも単独で鬼災級の禍鬼を討伐が可能とされているのは、部隊長クラスの人間に限るとされている。

　ましては学生の内に太た刀ち打うちが出来るのは七星騎士くらいのものだろう。

　どちらにせよ鬼災級というのは、神機の訓練を始めてから二カ月ちょっとの人間がどうにか出来るような相手ではないのであった。

　空太は鬼災級の攻撃をいともたやすく回避し続ける。

　そして隙すきを見つけては、鬼災級の前まえ脚あしに連続して《氷乱の魔剱》による一太刀を浴びせる。

　冷気を纏った神聖剣は禍鬼の強きよう靭じんな細さい胞ぼうを壊え死しさせるほどの力を秘めていた。

　空太の連撃により弱点箇か所しよにダメージを負った鬼災級は、自らの巨体を支える前脚の一本を失った後、バランスを崩して体を大きく傾かたむけることになる。

　その隙を空太は見み逃のがさなかった。

　空太は水領域の魔力を最大限に込めた神聖剣を禍鬼の脳天に目め掛がけて突つき刺さした。




「いけえええっ！」




　空太は己おのれが体内に宿る全すべての魔力を氷の魔剱に注ぐ。

　激しく体を動かせば、空太の体を振り落とせると踏んだのだろう。

　頭部に氷点下の冷気を流し込まれ続けた鬼災級は、残りの七本の脚をバタつかせて抵てい抗こうを見せる――。

　だがしかし。

　長きにわたる剣術の修しゆ行ぎようの末に――二百キロ近い握あく力りよくを身に付けた空太が、氷の魔剱を離はなすことはなかった。

　神聖剣の力により禍鬼の脳血管は、徐じよ々じよに冷れい却きやくされて行く。

　神経の中ちゆう枢すう部ぶに深刻なダメージを負った鬼災級は、やがてその全身の運動を停止させる。

　それから。

　人類を捕ほ食しよくする危険生物から、単なる肉につ塊かいに成り下がった鬼災級が動くことはなかった。

　勝負に決着がついたことを悟った空太は、神聖剣を解除して手にした大太刀を鞘に納める。

　こうしてオクタヴィアに起きた二度目の禍鬼襲しゆう撃げき事件は幕を下ろすのであった。







エピローグ　それぞれの思おも惑わく







　禍か鬼き襲撃によって桜花祭が中止になってから数日後。

　雪ゆき城しろ斗とう真まは演えん武ぶ学がく園えんを訪おとずれていた。




「……何度来てもここの雰ふん囲い気きには慣れないね。吐き気がするよ」




　一体いつからそうなったのか。

　本人ですら正確な時期は把は握あくしていない。

　斗真は女性という生物に対して偏へん執しゆう的な嫌けん悪お感かんを抱いだいていた。

　男女同権が叫ばれていたのは過去の話。

《精せい霊れい石せき》という女性の魔力にのみ反応し、その能力を底上げすることが可能な鉱物が見つかってからというもの女性の権力は増加の一いつ途とを辿っていた。

　今や世界各国の政権の中ちゆう枢すうを担う人間は女性ばかり。

（まったくもって……鬱うつ陶とうしい）

　斗真がこれから会うことになっている――篠しの崎ざき由ゆ良らという人物もそんな騒そう乱らんの時代に強大な権力を手に入れた人物の一人であった。




　　　　　×　×　×




「久しぶりね。斗真くん。最後に会ったのはえーっと……いつだったかしら？」

「お久しぶりです。篠崎さん。僕ぼくの記き憶おくが正しければ、二百日と六十七日振ぶりになりますね」

「ふふ。相変わらず凄い記き憶おく力りよくなのね。それとも……私と会えることをそんなに心待ちにしていたのかしら」

「……まさか。むしろ、その逆ですよ。この学園に来る時はいつも臥が薪しん嘗しよう胆たんの想いですから。僕の呼び出しを拒きよ否ひして平然とした顔をしていられるのは……今やこの世界で貴方くらいのものではないでしょうか」

　雪城斗真という男の為人ひととなりを表現するのならば、『権力の権ごん化げ』という言葉が最も的を射ている。

　三十八歳という異例の若さで魔ま術じゆつ省しようの最高官かん房ぼう長ちよう官かんまで上り詰めた斗真の成功を支えたのは、彼の中にある『権力』に対する異常なまでの執しゆう着ちやく心しんであった。

　従って。

　世界魔術ワールド・決闘舞台オリンピアにおいて前ぜん人じん未み到とうの四連れん覇ぱを成なし遂とげ、この世における最さい高こう峰ほうの富と名声を手に入れた篠崎由良という女性は、斗真にとって可能であれば排はい除じよしたい人間の一人であった。

「それはそうと篠崎さん。折しも僕も現場に立ち会っていたのですが……昨日もユベルの襲しゆう撃げきを受けたようですね。先日の一件といい、連続しての体ていたらく。この都市の危機管理能力は甘あますぎるのではないでしょうか」

「…………」

　チクリと嫌いや味みを零こぼす斗真。

　けれども、由良の表情は極めて平然としたものであった。

「うーん。そのことなのだけど私としてはどうにも腑に落ちないのよね。元々そう簡単にテロリストが侵しん入にゆうできるほどこの都市の警備はザルではないわ。特に今回は一回目の事件を受けて警けい戒かいレベルを引き上げていたのだから尚更よ。

　どう考えても一連の事態の責任は、魔術省の管かん轄かつ下である入都管理局にあるとしか思えないのよね」




「つまり……魔術省われわれの中に裏切り者がいるとでも？」




　斗真の言葉には露ろ骨こつな不快感が滲にじんでいた。

「別にそうと決めつける訳ではないわ。私は単にそういう可能性があるということを示し唆さしただけよ」

「…………」

　斗真と由良の間には、当事者同士にしか分からない独特の緊きん迫ぱく感かんがあった。

　小学生の頃からの付き合いでありながらも、様々ないざこざを経へて対立関係にある二人の関係は、当人たちしか知り得ない複雑なものであった。

「裏切り者と言えば……篠崎さん。実は僕が今回貴方との面会を希望したのは、一回目のユベル襲撃事件の時に学園側が提出した映像データに、不正に改かい竄ざんされた可能性のある箇所を発見したからなのですよ」

　眼鏡の端はしを指で押おし上げながらも斗真は続ける。




「篠崎さん。単刀直入に聞きますが、貴方は魔術省われわれに対して何かを隠しているのではないですか？」




「さぁ……なんのことかしら」

　由良が惚とぼけると斗真は妖あやしげな笑えみを浮うかべる。

「そうですか。僕としては当然貴方のことを信じたいのですが……部下に調べさせたところ、貴方から送られてきた映像データには不正なプログラムを使用した痕こん跡せきが存在したらしいのですよ」

「なるほど。つまり斗真くんは……私が魔術省に対して虚きよ偽ぎの報告を行ったと言いたいわけ？」

「いえいえ。別にそうと決めつける訳ではありません。僕としては単にそういう可能性があるということを示唆しているだけですから」

「…………」

（まったく……私としたことが迂う闊かつだったわ）

　まさか魔術省が学園の提示するデータに対してそこまで精せい緻ちに検査しているとは想定外だった。

　猜さい疑ぎ心しんの塊かたまりとも言える斗真の歪ゆがんだ人格は、図はからずとも由良を追いつめる結果となったのである。




「けれども、貴方が故意に魔術省に対して改竄したデータを送り、何らかの情報を隠していることが判明した場合……それは立派な国家反逆罪です！　ご自身の口にした言葉をよく覚えておいて下さいね」




　言い残すと、斗真は無言のまま席を立つ。

　目め障ざわりな存在を失しつ脚きやくさせる足あし掛がかりを掴つかんだ斗真は、満足気な笑みを浮かべるのであった。




　　　　　×　×　×




　その夜。

　雪城斗真は自らの妹である冬ふゆ華かに呼び出されて、オクタヴィア第三区の北エリアに位置する喫きつ茶さ店てんに向かっていた。

　冬華はその日。

　窓まど際ぎわのテーブル席に座すわりながらも眼鏡をかけて読書を嗜たしなんでいた。

　そんな彼女の佇たたずまいは『優ゆう雅が』の一言に尽つきる美しさがあり、男女を問わず衆目の視線を集めていた。




「やぁ。冬華。待たせてしまったかい？　悪かったね」

「いいえ。そんなことはありませんわ」




　冬華はそう答えると鞄かばんの中に読んでいた本を入れた後。

　代わりに斗真が送った新しい学園の入学手続き資料をテーブル上に並べる。

「おお！　嬉うれしいよ。ようやく転校について決心を固めてくれる気になったのかい？」

「……はい。お義兄にいさま」

　妹の返事を聞いた斗真は柔にゆう和わな笑みを浮かべる。




（……やれやれ。これで肩かたの荷が一つ下りる）




　実のところ。

　義ぎ妹まいに対して『自らの権力を高める道具』以上の感情を抱いていない斗真にとっては、冬華が何処の学校に在ざい籍せきしようと全く興味のないことであった。

　だがしかし。

　それが《雪城の家》から依い頼らいされた仕事となれば話は別である。

　何故なら、斗真はこれからも末永く政治・経済界に太いパイプを持っている雪城の力を利用しなければならない立場にあるからだ。

　妹一人を管理できないようでは自身の面子メンツに傷が付く。

　斗真にとってそれは是ぜが非ひでも避さけなければならないことであった。




「お義兄さま。私はもう貴方の操あやつり人にん形ぎようではありません」




　けれども。

　次に冬華の取った行動は斗真の期待を正面から裏切るものであった。

　冬華はテーブルの上に置かれた入学資料を全て空中に放ほうり投なげる。

　直後。

　制服のスカートの中から小しよう銃じゆう型の魔道具レガリアを取り出すと、斗真が送った新しい学園の入学資料を全て氷漬づけにする。

「……これが私の答えです」

　学生とは思えない鮮あざやかな銃じゆう捌さばきを披ひ露ろうした後、静かに席に座る冬華。

　斗真を含ふくめた喫茶店の中にいた人間たちは、冬華の唐とう突とつな行動に対して完全に言葉を失っていた。




「ふざけるな！」




　テーブルを拳こぶしで叩き、斗真は怒いかりを露あらわにする。

「……冬華。考え直してみる気はないか？　そもそもお前は自分が何を言っているのか分かっているか？」

「相応の覚悟はしているつもりです」

　憤ふん怒ぬの感情を露わにする斗真と周囲の者たちとは対照的に――。

　冬華の表情は憑つき物ものが落ちたかのように晴れやかなものであった。

　斗真は義理の妹が初めて見せる『反はん抗こうの眼まな差ざし』を目まの当あたりにして、寝ね耳みみに水みずのような気分に陥おちいっていた。




「なるほど。伊達だてや酔すい狂きようで言っているという訳ではないのだな」




「当然です」

「……そうか。ならいい。お前の処分に関しては追って連れん絡らくしよう」

　表面上は冷静に席を立つ斗真だったが、その心情は腸はらわたが煮にえくり返るようであった。

（まったくもって……不ふ愉ゆ快かいだ……）

　斗真がこの世で最も忌いみ嫌きらう存在は「自らの権力に屈くつしない人間」である。

　まさか義理の妹が自分に逆らう日がくるなどとは考えてもいなかった。

「しかし何故、冬華は変わった……？　僕という恐きよう怖ふを乗のり越こえた？　改竄された映像データ。鉄てつ心しんの子供たち……何かが引っかかる。

　皐さつき羽ば空そら太た……冬華の隣となりにいたあの男……。一度、本ほん腰ごしを入れて、彼について調べてみる必要がありそうだ。計画を絶対のものにするためには、どんな些さ細さいなことでも洗い出しておかなければならない」

　斗真は呟つぶやくと妖しげに眼鏡のレンズを光らせるのであった。




　　　　　×　×　×




　それから更さらに数日後。

　桜花祭が終わったということもあり――空太は冬華との神機アーテイフアクト訓練を再開していた。

「どうだった！　冬華。今日の俺おれの動きは!?」

　訓練の終了後。

　冬華の元に駆かけ寄よった空太は子犬のように人ひと懐なつっこい笑みを浮かべる。




「だ・か・ら。何度言えば分かるのよ！」




　出来の悪い生徒を叱る教師のような面おも持もちで冬華は続ける。

「空太の動きは感覚に頼り過ぎていて合理性を欠いているわ！

　神機の核となる重力領域ドメインの魔術基盤コア・メソツドの特性を全く理解していないでしょう！　だから行動に無む駄だが出来るの！」

　ドスンッ、と。

　その気になれば銃じゆう弾だんを受け止められそうな厚さの本が空太の前に置かれた。

「あのう冬華さん……これは一体……何でしょうか……？」

「見ての通り。神機の内部構造について記された基き礎そ教本よ。明日の訓練までには一通り目を通しおくように」

「ちょっと待ってくれよ！　これを一日で……全部か!?」

　空太の表情は途端に蒼そう白はくなものになる。

「あのね……空太。この本は空装騎き士しを目指す人間にとって、基礎中の基礎となる知識なのよ？　私のように中等部から騎士学校に通っていた生徒はもちろん……空太以外の高等部組の生徒だって、学園の筆記試験をパスするためにこの程度の知識は全て頭に詰め込んでいるわ。だから……この程度のことで音を上げて貰もらっちゃ困るのよ」

　冬華は長々と前置きした後。




「なんたって空太は……これからもずっと私と一緒に世界魔術決闘舞台で優勝を目指して行くんですから」




　少し気恥ずかしそうにそんな台詞せりふを口にする。

　冬華の言葉を受けた空太は驚きで目を見開く。

「ということは……もしかして転校の話は白紙になったのか？」

「ええ。斗真あのひとの前でハッキリと……その件については断ってきたわ」

「……そか。けど、良かったのか？　お兄さんに勧められていたのだろ？」

「どうかしら。連絡がないから私も詳くわしくは分からないけど……おそらく勘当処分は逃のがれられないと思うわ。どちらにせよ暫しばらく家に戻れそうな雰囲気ではないわね」

　平然とした表情で冬華は答える。

　けれども、不思議とそこには悲観的な雰囲気はなかった。




「これからは誰だれかに言われたからではなく……私は自分の選んだ道が正しかったと証明するために最大限の努力をしていくつもり。だから空太。もしよければ私に力を貸して欲ほしい」




「ああ。お前の頼みならお安い御用だよ」

「ふふ。言質は取ったわよ。それならまず手始めにここで私と一緒に世界魔術決闘舞台に出場するパートナーになってくれると誓ってくれないかしら？」

「え、えーっと。それは……」

　動どう揺ようのあまり言葉を濁す空太。

　何な故ぜならば、空太はドアの隙間からメラメラと燃える怒りの籠こもった少女の視線を感じ取っていたからである。




「そーらーたー!!」




　その少女――フェリシア・フォン・フランベルクは夫の浮気現場に偶然出くわした新妻のような面持ちで二人の間に割って入る。

「事情は全て静しず流る先生から聞いたわよ！　最近、なんだかずっと帰りが遅おそいと思っていたら！　こんなところに！　雪城と二人でいたのね！」

「あら？　空太が誰と何処どこにいようがフランベルクさんには関係のない話でしょう？　それとも何？　もしかしてフランベルクさんは……単なるルームメイトの分際で既に空太の恋こい人びと気取りでいるのかしら？」

　冬華が追つい及きゆうすると、フェリシアは頬ほおを赤らめてしどろもどろになり。

「はぃぃぃい!?　ア、アタシと空太は別にそんな関係では……まだ……」

「そ。なら黙だまって部屋に戻もどっていてくれないかしら。私と空太はまだ訓練の最中なのですから。ハッキリ言って貴方あなたの存在は迷めい惑わく極まりないですよ」

　冬華はまるで目の前の小バエを追い払うような手振りで、フェリシアを追い返そうとする。

　フェリシアは一いつ瞬しゆん、それに従いそうになるが、寸前のところで思い留まり――。

「ち、ちょっと待ちなさいよ！　危うく丸めこまれそうだったけど……アタシはまだ大切なことを確かく認にんしていないんだから！」

　フェリシアはそう前置きした上で空太にとっての核かく心しんとなる話題を突きつける。




「空太！　もしかして貴方……アタシの守護騎士ガーデイアンになってくれるって約束を忘れたわけでないでしょうね？」




　痛いところを突かれた空太は、背筋をビクリと震わせる。

　世界魔術決闘舞台。

　それは五年に一度開かい催さいされる空装騎士たちの戦いの祭典である。

　世界魔術決闘舞台は前衛を務める守護騎士と後衛を務める攻魔騎士ソーサリーが二人一組になって参加するルールとなっている。

　空太は以前。

　目の前にいる二人の少女たちから、『自分のパートナーになって欲しい』という提案を受けていたものの――。

　結局、その返事は有う耶や無む耶やのままやり過ごしてきたのであった。




「空太。まさかとは思うけど……アタシというものを差し置いて雪城をパートナーに選ぼうなんて言い出すんじゃないでしょうね？」

「空太。まさかとは思うけど……私というものを差し置いてフランベルクさんをパートナーに選ぼうなんて言い出すのではないでしょうね？」




　二人の美少女たちに挟はさまれた空太は困こん惑わくしていた。

　どちらが大切という訳ではない。

　冬華とフェリシアは空太にとって、どちらも等しく大切な存在である。

　空太は頭を悩ませる。

　さて。どうしたものか。

　ここまで接近されて言葉をかけられてしまっては、突発性の難聴を理由にしてやり過ごすのも無理がある。

　けれども。

　どちらか片方を選ぶような真ま似ねをすれば、当然それは選ばれなかった少女の心を深く傷つける結果となってしまうだろう。




「すまん！　ちょっと急用を思い出したわ！」




　三十六計逃げるに如しかず。

　そう判断した空太は、二人の追及を先延ばしにするため全速力でその場を後にすることにした。




「あ、また逃げる気か！　卑怯者!?」

「この甲か斐い性しようなし！　あの日、私に言ってくれた……ずっと一緒にいてくれるって台詞は嘘うそだったの!?」




　空太としては彼かの女じよたちの心を傷つけないでいられるのであれば……自分の中にある全てを犠牲にしようと構わないつもりでいた。

　けれども。

　いつの日かフェリシアと冬華。

　二人の中から一人を選ばなければならないときがくるのだろうか？

　そう考えると空太は、自らの胸の中にチクチクとした痛みを感じるのであった。







ネクストプロローグ　新たなる刺客　～　傀かい雷らいの少女　～
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　翼の飾られた杖に二匹の蛇が巻き付いたケリュケイオンは、『魔術によりこの国に永遠の繁はん栄えいを約束する』という魔術省の創設理念が込められているものである。

　魔術省本部の地下施し設せつには、組織の人間たちの中でも極ごく々ごく限られた者しか入室することの出来ない機密エリアがあった。

　この施設は魔術省が二十年前に企画した戦せん闘とう用アンドロイド量産計画――《プロジェクト・ルミナス》の最重要施設として使用されているものである。




「こちらが先日、天空都市オクタヴィアで実施した《災さい厄やくの種》に関する実験報告資料になります」




　今現在。

　この地下施設では、一組の男女が入り組んだ通路を歩いていた。

　一人は魔術省の最高官房長官である雪ゆき城しろ斗とう真ま。

　もう一人はユベル最強の戦闘部隊と謳われる《呪われた子供たちナンバーズ》の指揮官である黛まゆずみ莉り玖くであった。




「……ふふ。こんなものに目を通さなくても実際にこの目で見たのだから分かるよ。災厄の種の研究は順調に進んでいるようだね。それでこそ……キミたち組織に多額の投資をした甲斐があるというものだよ」




　斗真はそう言って満足気な笑みを浮かべる。

　通路の左右には、特とく殊しゆな生命維持装置の取り付けられた巨きよ大だいな試験管が立ち並んでいた。

　中に入っているのは、頭のてっぺんからつま先まで全く同一の外見を持った金きん髪ぱつの少女である。
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　莉玖は気まずそうに。

「……その、申し訳ありませんでした。魔術省からルミナスの一体が派は遣けんされているとも知らずにウチの逆さか夜よが壊こわしてしまって」

「はは。キミが気に病む必要はないよ。彼女は普ふ通つうの人間とは少し体の構造が変わっていてね。死を重ねることでその前後の記憶を他の個体に移植して、戦闘経験を蓄積することが出来るのだよ。つまりは彼女たちを戦場に送り出す際は、常に死ぬことを前提としているという訳だ」

　斗真はそんな意味深な言葉を口にした後。




「それにほら。『これ』の代わりは幾らでもあるから」




　周囲の試験管を見渡しながらも笑え顔がおで言ってのける。

　莉玖は斗真の言動を受けて、不快な気分に陥っていた。

　試験管の中の少女たち――。

　ルミナスが魔術省の手により作られた戦闘用アンドロイドだということは、莉玖も自らの上司から伝え聞いていたことである。

　そのため。

　魔術省の地下にある『この光景』に対しては相応の覚かく悟ごはしていたのだが――。

　完全に試験管の中の少女たちをモノとしか見ていない斗真の言動は、莉玖の目からは狂きよう気きの沙汰としか思えないものがあった。

「むしろ、僕は嬉しく思っているくらいさ。実を言うとオクタヴィアに送った識別番号３７０８番は彼女たちの中でも取り分け優秀な個体でね。

　それをこうまで容た易やすく殺やってのけるとは……キミたち組織の戦力も順調に育っているようで何よりだよ」

「そう言って頂けると喜ばしい限りです」




「ふふ。やはり逆夜くんたちの教育を『彼かれ』に任せたのは正解だったかな。帰ったらキミの上司によろしく伝えておいてくれ」




「……仰せのままに」

　要件を済ませた莉玖は斗真の元から立ち去った。

　薄気味の悪い施設から一刻も早く脱出したいという、彼女の想おもいが反映されていたのだろう。

　莉玖の足取りは速かった。




「ふぅ……。どうにも彼女とは感性が合わないようで困るよ。出ておいで。識別番号１９１９番」




　斗真が合図を送ると天てん井じようの陰かげから一人の少女が現れる。

　その少女を外見だけで判断するのであれば、周囲に数多あまたいる試験管の中の少女たちと何ら変わらないものであった。

　唯ゆい一いつの違ちがいを挙げるとするのならば、首から吊つり下げたネームプレートに書かれた『１９１９番』という数値だけである。

　けれども。

　見る者が見れば彼女の中にある桁外れの魔ま力りよくに気付くことになるだろう。

　識別番号１９１９番は、魔術省の企画した《プロジェクト・ルミナス》において作られた五千体を超こえる少女の中でもキセキの一体と呼べる存在であった。

　内包する潜在魔力量もさることながら、彼女の雷領域ドメインの魔術に関する適性値は世界第一位の記憶を誇っている。

　実のところ。

　姫ひめ吊づり逆夜が天空都市オクタヴィアで殺戮したルミナスは、この少女を模倣して作られたクローンの一体に過ぎない。

　正確に表現をするのならば――。

　雷領域の七星騎士は、識別番号１９１９番ただ一人なのである。

「これからキミに新しい任務を与あたえよう」

　斗真は柔和な笑みを浮かべながらも識別番号１９１９番に命令する。

「任務の内容は皐さつき羽ば空そら太たという少年の監視と抹殺だよ。

　そうだな。もし仮にその少年が、魔術法の第七条の二項に抵触するような能力を隠かくし持っていることを確信した場合は――生死は問わない。確実に僕の元に彼を連れてくるように。……詳しよう細さいな情報は追って連絡しよう」




「スィ。仰せのままに。マイマスター」




　ルミナスは感情のない虚うつろ気な眼差しで呟くと、暗闇の中に姿を消した。

（……大だい丈じよう夫ぶ。多少の想定外はあったが、計画は順調に進んでいる）

　その様子を見届けた斗真は、修復中のルミナスの一体が入った試験管に手を当て妖しげな笑みを零す。

「さぁ……狂乱の宴うたげを始めようか。僕に逆らう者には死を――。それを魔術すら凌りよう駕がするこの世界の新たなる理ことわりにするために」

　呟くと斗真は、眼めに狂気の色を滲ませるのであった。







あとがき







　柑橘ゆすらです。

　そんな感じでソード＆ウィザーズの２巻でした。




　未読の方のためにザックリと作品の内容を紹介させて頂きますと、今巻では新たに《雷》・《時空》を司る七星騎士が登場したりします。

　夏祭りイベントでワイワイ盛り上がったり、フェリシアの友人であるクラスメイトにスポットライトが当たったりします。

　残る七星騎士は《風》・《転移》・《重力》の３人。

　作者の頭の中で既に設定は出来ているのですが、ＮＩΘさんがどんなイラストをつけてくれるのか？

　私としても非常に楽しみにしています。

　新しい七星騎士については順次、登場予定ですので楽しみにして頂ければと思います。




　以下、宣伝タイム。

　つい先月、講談社ラノベ文庫様より『異世界支配のスキルテイカー』という作品が発売されました。

　簡単にストーリーを説明しますと、異世界に召喚された主人公がチート能力を使って１００人の奴隷ハーレムを目指す、という感じになっています。

　作者がＨＪ文庫以外で仕事をする初めての作品になります。

　よろしければソード＆ウィザーズと一緒に手に取って頂ければと思います。




　それでは。

　次巻で再び皆様とお会いできることを願いつつ――。





柑橘ゆすら
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